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１．全体の報告（成果と課題） 
①⼦どもの貧困撃退♡円卓会議（⼦ども SUNSUN プロジェクト）が⼤⽥原にも拡⼤。 

宇都宮市・清原地区にも地区の会議が発⾜ 
 とちぎコミュニティ基⾦は、地域の課題を調査し必要な資源を集める一連の活動を、多様な主体の参加によっ

て実現するコレクティブ・インパクトを狙い推進した。なかでも 2017 年から子どもの貧困撃退円卓会議（子ど

も SUNSUN プロジェクト）を宇都宮市で実施し、今期は⼤⽥原市（県北）と宇都宮市内の清原地区でも円卓会議
が始まった。清原地区円卓会議はとちぎＹＭＣＡが核となり、地元自治会や社会福祉法人巻き込んで運営してお

り、地区円卓会議のお手本としての展開となっている。 

子どもＳＵＮＳＵＮプロジェクト(宇都宮)は総会、３回の公開会議、6回の会議を行った。集めた寄付金（385
万円）を 6 団体に配分した。また子どもＳＵＮＳＵＮプロジェクトの寄付イベントであるサンタｄｅラン＆ウォ
ークでは 450 万円を集めた。さらにたかはら⼦ども未来基⾦では、助成部⾨では 3 団体に助成、学⽣インターン部
⾨には５団体に助成し、学生には５人助成した。 

②学⽣の活動者の増加。職員採⽤の難しさと⼈材不⾜ 
ミヤラジ「みんながけっぷちラジオ」の学生などの活躍で、宇大を中心に安定して学生の参加があった。イベ

ント等にも波及効果をもたらし、チャリティウォーク 56.7 では過去最大の学生参加数となった。 

一方で職員は数年間に及び採用したが退職・採用の繰り返しが続いた。本会はマルチタスクを要求され、関係

者も多様で多数いる。ボランティア活動やＮＰＯ・福祉職などの知識・経験がない人には向いていない傾向があ

る。職員の人材確保・育成、能力開発が難しかった。 

③拠点拡⼤に連動していな組織の縮⼩、会員の減少 
県北事務所、ＦＢ日光事務所など拠点整備に取り組んできた。だが、そこに集う⼈や会員は増えていない。高

齢化にともない会員の減少も続いている。 

県北事務所は子ども食堂、無料学習支援教室を開催したが、自主財源（会費・寄付）の目標は未達成となった。

本部も職員が１人交替し、事務の立て直しが続き、会員拡大がほとんどなされなかった。 

④フードバンク（ＦＢ）事業の停滞 
ＦＢ宇都宮は食品の流流量、困窮者支援数が増えきている。しかし通常の範囲での増加であり、計画的な拡⼤

ではない。計画を実行する具体的な指示、人の配置、動機づけ、予算執行(財源獲得)がなかった。ボランティア・
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マネジメントの力がなく計画が机上の空論となった。 

資金調達イベントのチャリティウォークは関係者の努力により過去最大の参加者となったが、寄付は 40 万円
減少した。資金と人集めの両立を考慮しイベントを立て直す必要がある。 

なお、今期は宇都宮市内にＦＢのサテライト拠点を増やす準備が始めたが、有効な広報口コミでの直接的な巻

き込みをしなければ、ボランティアの増加も会員の増加も難しいだろう。 

 

 

２．事業報告 
Ａ．【ボランティアセンター】 

(1)ボランティア・コーディネーション事業（ボランティアとＮＰＯに関する啓発普及等事業） 

ボランティアしたい希望者に活動の場を紹介し、「ボランティアの応援求む」ＳＯＳニーズに対応するため需

給調整をした。困難ケースは解決を図った。個別ＳＯＳの解決は「総合相談支援センター」が担ったため、この

事業も「ボンティアとともに実施するＳＯＳ対応事業」へと重点を変えている。  

①総合相談⽀援センターの運営 
総合相談支援センターは、ＦＢ宇都宮でのＳＯＳ対応とその後の生活支援、さらに若者支援や社協の困窮者自

立支援事業からの依頼ケースに対応するため、本会が行ってきた「個別のＳＯＳに同⾏⽀援する⽅法」を全面的

に公開して実施した。この事業ではボランティアの個別性・柔軟性を最大限に活用することが、これからの地域

福祉推進に必要な能力と考える。 

 

【表1 相談者の状況のまとめ】 

 のべ 
(回) 

⽉平均 
(回) 

実数 
(件) 

内複数回 
⽀援(件) 

宇都宮市内/市外 
( )は住所不定 世帯の⼈数 男/⼥ 

2012 年度 30 2.5 30 ５ 19(9)/11(1) 単⾝:23、2 ⼈:5、3 ⼈以上:2 22/８ 
2013 年度 75 6.25 46 11 32(10)/14(1) 単⾝:27、2 ⼈:14、3 ⼈以上:5 28/18 

2014 年度 196 16.08 135 25 72(47)/16 単⾝:101、2 ⼈:11、3 ⼈ 6、4 ⼈:3、５⼈:5、６⼈:1、
７⼈:3、10 ⼈:1 106/29 

2015 年度 243 20.25 165 49 102(11)/65(25） 単⾝:140、2 ⼈:25、3 ⼈:11、4 ⼈:7、５⼈:6、６⼈:4、
８⼈:1 118/47 

2016 年度 350 29.8 185 49 144/18(23) 単⾝:126、2 ⼈:33、3 ⼈:10、4 ⼈:10、５⼈:３、６⼈:
１、７⼈:1、10 ⼈１ 124/61 

2017 年度 572 47.7 248 182 177/15（29） 単⾝:158、2 ⼈:35、3 ⼈:11、4 ⼈:11、５⼈:6 160/61 

2018 年度 685 57.1 304 159 272(32)/32(20) 単：218、2 ⼈：49、3 ⼈：19、4 ⼈：9、5 ⼈：4、6
⼈：4、７⼈以上：1 217/87 

【全世帯】304 世帯   ―2018 年度― 
●主な困窮の内容（複数）：仕事探し・失業・就職 136 病気・健康・
障害 29、住居 7、⾦銭管理・所持⾦無し 167、精神疾患・⼈間関係な
ど 21、⽇々の⽣活(低年⾦)166、債務（家賃滞納など含む）35、⼦育て・
介護 5、DV・離婚など 11 
●⽣活保護の世帯数 受給：52 ⼿続き中：52 
●本会までの経路：⾃治体 95、社協 86、ＮＰＯ・法律医療介護福祉関
係機関（弁護⼠・議員・専⾨職含む）32、ネット・テレビ 10、知⼈・
困窮者仲間 18、地域包括 6、職安等 20、その他 37 
【住居なし】52 世帯 
●男⼥⽐は、男 49：⼥ 3。単⾝ 52 世帯。⼥性世帯 3 件は失業(登録派 

遣会社）ためアパート退去せざるを得なくなった 2 例、宇都宮市外より
夫の逮捕（覚醒剤）により避難してきた 1 例。 
●年齢 10 代 1、20 代 6、30 代 10、40 代 16、50 代 8、60 代 10、70
代 0、80 代以上 1。 
●困窮の内容（複数）仕事探し就職 25、ホームレス 9（うち⾞上⽣活 3，
移動中 2）、仕事上の不安やトラブル 7、 
精神疾患・⼈間関係 8，収⼊⽣活費 23、病気・健康 2、⾼齢 1 
【⼥性相談者】87 世帯 
●単⾝ 45/世帯持ち 42（内、⺟⼦家庭 12） 
●困窮の内容（複数）：収⼊⽣活費・低所得 27、病気 11、仕事探し・
失業 20、⾦銭管理不能・債務 9、DV9、無・低年⾦ 9、⼦育て 2 

前期から社会福祉⼠資格をもつ専従職員を配置したことにより、生活困窮者の相談⽀援が⾶躍的に活性化した。 
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即戦力の「個人からのＳＯＳへの対応を行い社会課題の解決を図る」部門として自立的な活動ができてきた。 

今期の⽀援件数は304件（世帯）、のべ685回と、回数は前期の1.2倍になった。 

表１は相談者の状況のまとめである。母子家庭など地域で定着している困窮者(世帯)への支援方策は見えてき

たが宇都宮の母子家庭だけで2700世帯（推定）あり、掘り起しが必要である。また、71％を占める単⾝男性への

支援方策はまだ見いだせていない。 

②コールセンター栃⽊の運営⽀援 
今期も厚生労働省社会的包摂ワンストップ相談⽀援事業を受託する（一般社団）社会的包摂サポートセンター

の「コールセンター栃木」の運営支援をした。栃木では１３⼈のスタッフで年間１８０１件の電話相談に対応し

た。そのうち緊急支援の必要があるものについては本会のネットワークを使って同行支援をおこなった。 

③無料職業紹介所の運営 
 生活困窮者の職業自立支援のため無料職業紹介所を４年前に設置した。毎年数人が就職しているが、専従職員

を配置できず成果があがらない。今期で事業終了とした。 

④趣味活動「吹きだまり習字塾」の開催 
困窮者の余暇、趣味活動として習字塾をしているが、宣伝不足もあり女性のみ毎月２～３人が来訪した。本来

は、毎日やることがなくパチンコと飲酒、カラオケなど短絡的な快感に走りがちな男性に対して、お金をかけず、

「少しうまくなっただけで、すぐに褒めてもらえる」書道を余暇活動として導入した。毎月第 3 水曜日の 10 時

30 分から 12 時までボランティアの講師を招いて実施した。講師の都合で今期で事業終了となった。 
 

(2)講師派遣事業（ボランティアとＮＰＯに関する啓発普及等事業） 

 回数 ⽉⽇ 講座名（内容） 主催等 場所 講師 
聴講数 
(のべ) 

1 1 4/3 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて 西那須野ロータリークラブ 那須塩原 矢野 30 人 

2 1 4/5 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて」 わたらせロータリー 足利 矢野 40 

3 1 4/24 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて」 宇都宮東ロータリー 宇都宮 矢野、大久保 70 

4 ３ 4/12、19 ボランティア論 宇都宮短期大学 宇都宮 矢野 12 

5 1 5/14 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて」 佐野ロータリー 佐野 矢野 50 

6 1 5/16 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて」 鹿沼ロータリー 鹿沼 矢野 30 

7 1 5/17 卓話「子どもの貧困・SUNSUN プロジェクトについて」 真岡ロータリー 真岡 矢野 50 

8 1 5/23 子ども SUNSUN プロジェクト説明会 宝木中地域協議会 宇都宮 宮本、矢野 30 

9 1 6/9 「子どもの貧困・ボランティア講座（矢野/市内）、 戸祭地域協議会 宇都宮 矢野 20 

10 1 6/9 「子どもの貧困」（矢野/市内） 西原地域福祉勉強会 宇都宮 矢野 25 

11 1 7/11 宇大でフードバンク講話（徳山） 宇都宮大学・湯本ゼミ 宇都宮 徳山 20 

12 2 8/26 岩船自治会・災害講座（矢野/栃木市） 岩舟町自治会連合会 栃木 矢野 60 

13 1 9/2 那須水害 20 年フォーラム「福祉避難所どうする」 那須町社協 那須町 矢野 50 

14 2 11/1 シルバー大南校「ボランティア入門」 栃木県保健福祉事業団 栃木 矢野 50 

15 1 11/21 「防災講座・HUG」 とみや市民活動センター 宇都宮 矢野 10 

16 1 11/27 「子どもの貧困と NPO について」講義 独協医大看護学部 壬生 矢野 150 

17 1 11/○ 子ども食堂について  大田原 木村 20 

18 1 12/5 卓話・子どもの貧困・サンタ de ランについて 宇都宮中央ライオンズクラブ 宇都宮 矢野 20 

19 1 12/+ 災害講座・ＨＵＧ 中央生涯学習センター 宇都宮 矢野 30 

20 1 12/7 「NPO 法の 20 年シンポ」パネリスト 栃木生涯学習研究会 宇都宮 矢野 50 

21 6 12/14-3/4 シルバー大（中央・北）「ボランティア入門」 栃木県保健福祉事業団 宇都宮 矢野 720 

22 1 1/20 サンサン PJ 清原台自治会・FB 講座（徳山） 清原台自治会 宇都宮 矢野 15 

計 33      1552 ⼈ 

 ボランティア活動、ＮＰＯの啓発普及のため役職員等を講師として派遣した。派遣は33回（聴講数のべ1552人）

で、昨年の1.2倍に微増したが、４年前の116回からは３分の１に減少している。講義はロータリークラブ多く、

子どもサンサンプロジェクト関連での「⼦どもの貧困」がテーマの講義が多かった。講義内容の変化はＮＰＯや
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ボランティアを学ぶことから「社会問題の解決への実践とその⽷⼝を⾒出したい」という求めであろう。 
 
 
 
 
 

事業報告 Ｂ.【フードバンク宇都宮】 

(1)フードバンク事業（⽣活困窮者の⽀援） 

賞味・消費期限内に食品を無償でいただく、無償で配るフードバンク（ＦＢ）

活動は、今期は 1５トンの⾷品受贈があった。内、企業から５.９t、寺院からは 0.9t

あった。企業の受贈はスーパーカスミが 2017 年度より県内 6店舗に協力いただい

たが、他のスーパーからの食品寄贈は増えなかった。 

 奨学米プロジェクトは口コミのみでの広報で展開したが、支援対象世帯は増え

なかった。新たな周知法方や対応が必要である。 

 全国フードバンク推進協議会（当会加盟）と⽇本フードバンク連盟の２つの潮

流ができている。当会は、日本フードバンク連盟の正会員として活動している。

18 年度は現地集合会議（東京）を１回行い、ネットを利用した会議を数回行い、

各団体の情報交換と日本ＦＢ連盟の今後の方向性を話し合った。 

①フードドライブの実施 
フードドライブの食品受口の拡大として⾷品受付箱（以下：きずなボックス）を多くの人が出入りする場所

に設置した。公共施設、店舗、会社事務所、病院、寺院等の 10 か所に設置した。一定の宣伝効果があり⼾祭地
しかし、きずなボックスの食品受取りについては、管理する店舗の善意と、ボランティアでの回収が前提なの

で、普及拡大するには時間を要する。 

フードドライブ（FD）は定期的に実施できたのはとちぎコープ、宇都宮市役所ゴミ減量課、栃⽊保健医療⽣
協、栃⽊県庁９回、ＦＤを行った。また市内・光琳寺では毎月 1日に境内で行うラジオ体操時に FDを実施した。 

一方でＦＤでの食品量が増えたのに伴い、セカンドハーベスト・ジャパンからに大量の食品の受け入れが困

難となり食品受贈量が減った。今後、子どもＳＵＮＳＵＮプロジェクトによるＦＢ活動の拡大に合わせて、倉
庫、ボランティア、資⾦の調達が急務になってきている。 

フードドライブ：22 回 
4/28(⼟)：とちぎコープフェスタ（ＦＤ） 
毎⽉ 1 ⽇(⾦)光琳寺 FD(きずな BOX 設置)12 回 
5/20(⽇)：フェスタ my 宇都宮ＦＤ 
10/5：JU 栃⽊チャリティーオークションＦＤ（⽊下・⽯江） 
10/14（⽇）：⾷育フェア（伊東、曽根、⽯江、徳） 

10/27、28：⾷と農フェア（⽯江、曽根、⽯⽥、笠原、徳） 
10/28（⽇）双葉クリニックＦＤ（⽯江、伊東、夏⽬） 
11/1：とちぎコープ越⼾店ＦＤ（⽯江、徳） 
11/25：協⽴診療所健康祭りＦＤ（徳、澤、並） 
1/13：反貧困炊出し（徳⼭、他 40 ⼈） 
3/2-3：エコまつりＦＤ（細⽥、徳⼭） 

②ＦＢ⾷品の利⽤ 
 学齢期の子供がいる低所得の母子家庭等に対し毎月定期的に米を提供し、浮いたお金で学用品などを買って

もらう「奨学⽶プロジェクト」を実施した。年度末からは月１回の米の他に、合間に野菜・パンの配達もボラン

ティアによって実施した。 

母子家庭のほとんどは働いているが非正規が多く、また生活・通勤に都合で自家用車を持っている場合、生活

保護を受けられない。低所得のうえ社会保障の給付の枠組みから外れていて、事実上⽣活保護以下の暮らしをし

⽉ 受贈量
(kg) 

寄贈量
(kg) 

4 月 1111 1589 

5 月 422 1126 

6 月 955 630 

7 月 3049 2226 

8 月 977 1904 

9 月 1394 543 

10 月 3109 1041 

11 月 673 1114 

12 月 1098 513 

1 月 646 882 

2 月 630 701 

3 月 1417 1228 

合計 15，481 13，
497 

前年(2017 12,968 10,532 
増減 +2，513 +2，

965 
※内、企業からの寄贈は 5,900kg 
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ている⼈も多い。 

お母さんたちは毎月定期的に支援者と話せたりすることで困り事を⾔える状況が⽣まれ、⺟⼦家庭の孤⽴を防
ぐことが主眼である」が、ＦＢ内部の奨学米ボランティアの確保ができず、支援体制の構築には至らなかった。 

母親が相談する人（聞き役：女性の相談員）が少ないのと、日夜働き詰めの母との、接点の時間を確保するこ

とが困難であることが原因でる。研修（オザワがけっぷちゼミ）から⼥性⽀援ボラ等を段階的に育成し、お母さ

んの悩みを聴ける体制を整える必要がある。 

 

 

学齢期にある⽣活困窮家庭への“奨学⽶”プロジェクト要項 
１、⽬的 

2010 年度の国の調査では、⺟⼦家庭のうち 65％が年収 180 万円以
下であり、夫婦２⼈世帯の平均年収では 300 万円以上の差がある。ま
た国⺠の相対的貧困率は 16.1％であるが⺟⼦家庭の貧困率は 54.3％で
ある。様々な事情で⾝内や地域に頼れない⼈も多くフードバンクに頼
れない（頼らない）⼈も多い。さらに 2014 年度に本会・フードバンク
(FB)宇都宮が、⼥性(世帯)へ⽀援した割合は３割であり、⾮常に少な
い。 

こうしたことから、ＦＢ宇都宮では学齢期の⼦供がいる⺟⼦家庭等
に対し、⽶による家計負担の⽀援を定期的に⾏い、同時に⽣活の相談
を⾏うことで困窮⺟⼦家庭の⽣活⽀援をしていく。 

⺟⼦家庭等と、本会職員・ボランティアがつながりを持つことによ
って、何か困った時に頼ることができる関係＝縁を作り、⼀緒になっ
て解決できるようにすることが重要である。 
２、対象者 
・原則として県央地区に住む学齢期の⼦供がいる⺟⼦家庭等、20 世帯 
・低所得（例/3 ⼈家族で⽉収 20 万円、年 240 万以下）の世帯であり、
⾝内や友⼈にたよることが難しい世帯。 
・⽣活保護世帯は対象外とする。 
３、内容 
①１か⽉⽩⽶ 10-30ｋｇの⽀援を毎⽉⾏う。対象世帯の⼈数と状況を
勘案し決定する。 
 

 
②対象世帯数 20 世帯。⽶の確保、倉庫の課題が解決されれば対象者数の
増加も検討する。 
③⽶保有量は 4.8ｔ（10ｋｇ×12 ⽉×20 世帯） 
④配送⽅法は原則としてボランティア等が相⼿宅まで届ける。配送の際
に相⼿宅の⽞関をまたぐことが関係構築や状況把握の上で重要と考え
る。（場合によってはフードバンク事務所に本⼈が来ることも可とする。） 
⑤配送⽇は原則として、⽕曜⽇ 13：30-17：00.対象者の都合が悪い場合
は要相談。 
⑥受付はＶネット事務所（028-622-0021）で⾏う。 
⑦ボランティアは５⼈程度募集。同じ⼈が同じ家庭に継続的にかかわる。 
⑧保管は⽶で⾏いその都度精⽶する。保管場所は、当⾯ＦＢ⼤⽥原の倉
庫とするが、宇都宮近郊で倉庫を探していく。 
⑨配送社はＦＢ所有のハイエースやボランティアの⾃家⽤⾞とする。 
 
４、広報 
・⽶募集…インターネット及び、チラシを作成しＪＡやコープ等に営業。 
・対象世帯向け…対象世帯むけのチラシを作成。ＤＶ関係ＮＰＯ、⺟⼦
家庭関係者に対象世帯の選定、ピックアップの要請をする。 
・ボランティア募集…チラシの他、インターネットでの周知、本会会員・
ボランティアに対しては電話、機関紙等での勧誘を⾏う。 
（福祉プラザ、まちぴあ、ピックアップ要請団体、若者⽀援係の団体） 

③県内ネットワークの拡⼤ 
芳賀地区は真岡の団体が 2018年度から稼働を開始しているが活動を拡⼤するまでには⾄っていない。 

④広報 
特に意識的に活動は行わなかった。偶発的にＦＢ車両の購入のためのクラウドファンディングに挑戦したこと

やとちぎテレビの子どもサンサンニュースで取材された。思わぬところから寄付者や応援者の反響もあったので、

戦略的な広報を展開することが課題である。 

⑤各拠点ごとの事業 
全拠点の特徴として、行政や社協などの支援機関を通して食品支援を実施した。 

＜フードバンク⼤⽥原＞支援機関の要請により食品支援の実施。学生向け奨学米プロジェクトを計画している。 

＜フードバンク⽇光＞毎月第一日曜日に会議を実施。行政からの困窮者支援依頼を中心に対応している。 

ＦＢ⽇光会議：12 回 4/1、5/6、6/3、7/1、8/5、9/2、10/7、11/4、12/9、1/13、2/3、3/3 
＜フードバンク那須烏⼭、フードバンク⿅沼＞フードバンク那須烏山、鹿沼は困窮者への行政、社協からの依頼

の食品支援を中心に行った。 

フードバンク(ボランティア)会議(毎週⽊)：49 回 
4/5、4/12、4/19、4/26、5/10、5/17、5/24，5/31、6/7、6/14、6/21 

6/28、7/5、7/12、7/19、7/26、8/2、8/9、8/23、8/30、9/6、9/13 

9/20、9/21、10/4、10/11、10/18、10/25、11/1、11/8、11/15，11/22、
11/29、12/6、12/13、12/20、12/27、1/10、1/17、1/24、1/31、2/7、

2/14、2/21、2/28、3/7、3/14、3/22、3/28 
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(２)ファンドレイジングの強化（⽣活困窮者の⽀援） 
①チャリティ・ウォーク 56.7（ＣＷ56.7）の実施 

フードバンクへの寄付集めと広報のため 10 ⽉ 6 ⽇・7 ⽇に寄付イベント「チャリティ・ウォーク 56.7」を開催

した。結果 1,993,380 円の寄付があり、チャレンジャー54 ⼈、ウォーカー26 ⼈、ボランティア 86 ⼈の参加が得

られたが、競争の要素を取り入れ活性化を図ったが資金調達については十分な活動を展開することができず、昨

年より 40 万円寄付金は減少した。また、協賛紙袋をヘイコーパック㈱に提供いただき、協賛寄付をいただいた

企業名を掲載し配布した。 

 運営のために６月から実行委員会を組織し実⾏委員会・ボランティア説明会を７回、「ためし歩き」を１回実施

した。さらにチャレンジャー個人や協力団体のファンドレイジング事前（事後）イベントが行われた。 

 天候は非常に良好な環境で実施することができた。ＣＷ56.7 は参加すれば非常に楽しいイベントであるが、参

加者・寄付額とも第 2回が最高で、その後はほとんど伸びていない。実施体制・組織の強化が必要であろう。 

 

第６回 チャリティ・ウォーク 56.7 〜みんなで作るセーフティネット＝フードバンク〜  
2018/10/6−10/7（宇都宮・⽮板―今市―中禅寺湖） 

１、開催趣旨 
 本会が⾏うフードバンク活動への資⾦造成（寄付）とフードバンク活動の理解促進のために 1 泊 2 ⽇でチャリティイベントを実施する。 

寄付を集めることとともに困窮した状況にある⼈たちの現状や制度の限界を伝えることで、「私たち⾃⾝がセイフティネットを作っていく」必
要性を理解し、またこうした仕組みの存在があることで「やりなおしがきく社会」をつくる希望となることを伝える。 

２、⽇時・場所 
・2017 年９⽉ 30 ⽇・9 時―10 ⽉ 1 ⽇・15 時頃（⾬天実施） 
・宇都宮市、⽇光市、⽮板市、塩⾕町 
■1 ⽇⽬ 10/6(⼟) ●宇都宮コース：（出発）宇都宮市中央（まちかど
広場） ⇒(経由)⻑岡公園 ⇒(泊)今市市街 ●⽮板コース ：（出発）
⽮板市（⻑峰公園）⇒（経由）⽮板市道の駅 ⇒(泊)今市市街 
■２⽇⽬ 10/７(⽇) ※宇都宮、⽮板コースは今市で合流します。 
 今市 ⇒ (経由)いろは坂 ⇒ （到着）中禅寺湖畔 
３、内容 
＜メインイベント：①チャリティ・ウォーク 56.7＞ 
●チャリティ・ウォーク 56.7 
・宇都宮市まちかど広場（レディオベリー前の公園）と⽮板市⻑峰公園
から⽇光市中禅寺湖畔の⼤⿃居までの 56.7ｋｍを 1 泊２⽇で歩く。 
・個⼈／参加費 10,000 円＋5,000 円以上の寄付 
・チャレンジャーは、各⾃で寄付者を募る簡単な催しを⾏い、実⾏委員
会事務局とともに表出する。各チームが独⾃にファンドレイジングをす
ると同時に、各種メディア、SNS 等で事務局に直接寄付できるようにす
る。 
・またチームや個⼈は Just Giving 等 ネット上の寄付サイトにも登録。 
【サブイベント】 
●送り出しウォーク（宇都宮、⽮板） 
・10 ⽉ 6 ⽇、9：30〜11：00 
・56.7km チャレンジャーを送り出すためのサブイベントとして、①宇都
宮市⼆荒⼭神社から⻑岡公園までの４ｋｍ（往復８ｋｍ）を⼀緒に歩く。
②同様に⽮板市⻑峰公園から道の駅⽮板までの往復 4Km。公園でフード
バンク等の 
簡単なスピーチやボランティアによる出し物を⾏い、盛り上げる。 
・個⼈／⼀⼝ 1000 円以上の寄付＋⾷品１品 
・現地に直接集合も可。 
●「いろは坂」出迎えウォーク（⽇光） 
・10 ⽉ 7 ⽇、12：00〜14：30 
・56.7km チャレンジャーを出迎のためにゴールまでの約７km（いろは
坂）を⼀緒に歩いて登る。 
・個⼈／⼀⼝ 2000 円以上の寄付＋⾷品１品 
・集合場所／⽇光市 ⾺返し休憩所（いろは坂の⼀⽅通⾏分岐点） 

※上記「参加費」はすべて寄付扱いとする。また「寄付」はなるべく
⾃分以外の⼈から寄付を募ってくる。 
４、広報 
WEB サイトによる広報。①チャレンジャーのイベントを逐次公開 
②フードバンクの周辺にいる困窮者の実情を記事で紹介する（毎週３
回更新） 
５、募集 
・参加者 
② チャリティ・ウォーク 56.7…100 ⼈（団体：20 チーム、個⼈：

30 ⼈） 
②送り出しウォーク…80 ⼈程度（6 ⽇のみ） 
③出迎えウォーク 6.7…30 ⼈程度（7 ⽇のみ） 
・ボランティア…100 ⼈ 
・宿所提供…⾃治公⺠館、体育館などルート上の公共または⺠間施設 
（30km 地点に設置。今市の市街地を予定) 
・協賛企業…参加者への⽀援飲料、⾷品など 
６、⽬標⾦額：300 万円 
 
７、開催までの⽇程 
8/5(⽇)実⾏委員＆ボランティア合同ポスター張り（⽇光市街地） 
9/2(⽇)ＣＷ試し歩き(⿅沼から⽇光まで) 
924CW ボランティア説明会 
８、開催後の⽇程 
10/13(日)ＣＷ打ち上げ（参加 10 人位） 

10/20 県北事務所ＣＷ打ち上げ（20 人） 
実⾏委員会：実施 6 回 5/31、6/20、7/4、8/1、8/29，9/10 

【事前イベント】  
8/18：県東チーム⾷事会＆会議（県東チーム） 

●日時：８月１８日 ●場所：真岡市 ●趣旨：夕食をともにしなが
ら、県西チームの懇親と戦略を話し合う。 ●参加：約 6 人 

① フードバンク芋畑オーナー制 
 フードバンクへの食品供給とお返し付き寄付として、芋畑オーナー制を行った。1 ⼝ 8000 円で 30〜50kg のサ
ツマイモ畑のオーナーになり、そのうち半分をフードバンクに寄付してもらうという手法。 
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 畑の管理は会員の有機栽培の農家に依頼した。募集は 14 組のオーナーがあり 5 月と 10 月に植えつけと収穫

をボランティアで行った。天候が不順で作柄が悪く取り替えなどの苦情が複数件あった。見直しが必要である。 

②チャリティ⾷事会 

 実施しなかった。 

③団体会員の拡⼤ 

 会員増にならなかった。 

 

 

 

Ｃ．【災害ボランティア・オールとちぎ】 
(1)防災出前講座（ボランティアとＮＰＯに関する啓発普及等事業） 

 講師派遣の要請が 1 回あった。 

 

(2)救援・復興⽀援事業（災害救援事業） 
7 月の西日本豪雨水害、9月の北海道胆振東部地震で救援活動

を行った。⻄⽇本⽔害では街頭募⾦とともに、10 月に調査派遣
を行った。またチーム鹿沼との合同ボランティアバスのプログ

ラムを企画したが参加者がなく不発に終わった。9 月 25 日には

⻄⽇本⽔害・北海道地震合同報告会を実施した。 

北海道地震では調査派遣および被災家屋での⽚付け、避難所
での⾜湯ボランティアを行った。また中央共同募金会の助成金

を得て 9月から 3月まで９回のべ 84 ⼈（35 日/18人）が仮設住
宅へ行き⾜湯＆カフェなどで寄り添い活動を行った。 

■⻄⽇本⽔害（会議１、街頭募⾦１回、調査派遣２⽇*１⼈、合同報
告会） 
7/10 西日本豪雨災害会議（11 人） 

7/14・15・21・22 (土)西日本水害街頭募金 

9/25「水害・地震合同報告会」西日本水害ボラバス募集 

10/25-26 西日本水害（岡山・倉敷）2 日*1 人：調査派遣 

 
■北海道地震（会議２、街頭募⾦４回、調査派遣 3 ⽇*１⼈、派遣の 
12/5-9（5 日*２人）：足湯＆カフェ実施（木村、東田 V） 

1/17-21(5 日*３人) ：足湯＆カフェ実施（矢野・木村・東田） 

2/17-20(4 日*3 人)： 足湯＆カフェ実施（木村・東田・学生 V） 

べ 88 ⼈：35 ⽇、18 ⼈） 
9/8 北海道地震会議（参加 10 人） 

9/11-13（3 日*1 人）北海道地震調査派遣（矢野） 

9/16 北海道地震・街頭募金（徳山他） 

9/21-25(5 日*1 人)：救援活動（木村） 

9/23-10/1(8 日*2 人)：救援活動（大澤、平木は V） 

10/17-22（6 日*2 人）：救援、足湯＆カフェ実施 6 回/木村・東田 V） 

3/1-4(4 日*２人)： 足湯＆カフェ実施（木村・東田） 

3/27-29(3 日*３人)：足湯＆カフェ実施(木村・東田 V、小野な V) 

 

(3)東⽇本⼤震災の復興⽀援（災害救援事業） 

5/26： FB 芋畑オーナー制・苗植え（矢野、前田） ・10/20：FB 芋畑オーナー・芋掘り(矢野・菊池・他２) 

9/2 那須水害 20 年フォーラム「福祉避難所どうする」パネリスト(矢野/那須) 
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①まけないぞうプロジェクト 
今期も、東日本大震災被災地の復興支援のために「まけないぞう」の制作・販売を行った。寄付でいただいた

タオルを、被災地のお母さんたちが手縫いで「ぞう」の形にした壁掛けタオルである。これを本会が買い取って

販売し売上の２５％が作り手の収入になり、生きがいやコミュニティづくり、生業の支援になる。当期は 186 頭、
74,100 円の売上となった。ほぼ昨年同様の売り上げとなった。 
②復興わかめの販売 
東日本大震災の被災地の復興支援のため、石巻十三浜のわかめを「まけないぞう」とともに販売した。今期は

365 個、14,2350 円の売上で昨年より微増した。 
 

(4)「とちぎＶネット災害救援ボランティア基⾦」（ＮＰＯの活動資⾦の援助事業） 

西日本水害と北海道地震の寄付合計が97万円となった。共同募金のボラサポの助成金が130万円あり、今期分

の寄付は次期の救援活動に充てる。 

Ｄ．【ＮＰＯ活動推進センター】 
(1)ＮＰＯに関する相談・協働事業（ＮＰＯの育成事業） 
①福島県からの避難者⽀援「福島県復興⽀援員事業」、「福島県外避難者 

への相談・交流・説明会事業」 
 福島県から「復興支援員設置事業」と「生活再建支援拠点事業」の２つの事業 

を受託した。現在、栃木県内には福島からの避難者が推定 1700 人いる。福島県 

復興支援員(非常勤２人)は避難者の訪問⽀援活動をおこなった。応援会で全戸訪 
問した名簿をもとに毎⽉２回、要継続⽀援 40 ⼈を対象に訪問支援をした。また 
広報誌『とちぎ暮らしの⼿帖』を 4 回発⾏した。 
また、生活再建支援拠点事業は避難者が来訪し相談できる窓⼝を開設し職員 1 
人が兼務する形で週３日開設した。また、福島からＮＰＯを招き「未来会議」を宇都宮と⿅沼で開催し、合計

で 60 ⼈の参加があった。 

【「説明・相談・交流会」と提案事業】 
[福島の市⺠活動の今③]「未来会議」で福島の未来を話そう！in 宇都宮●9/9・13:30-15:3●宇都宮市⽴南図書館・サ
ザンクロスホール  
[福島の市⺠活動の今④]「未来会議」で福島の未来を話そう！in ⿅沼●1/27・10:00-13:00●⿅沼市市⺠情報センター 
９/９⽇曜 11:00-15:30 
 （1 部：演劇公演 11:00-11:40 2 部：未来会議 12:30-15:30） 
●好評につき（午後から）⼤⽥原や栃⽊でやった未来会議を実施しま
す。いわき・浜通り各地で開かれているこの“集まり”は、年代・職業
も様々な⼈たちが 100 ⼈も集まり、多様な異なる意⾒を述べ合い 

“未来”を語り合っています。「未来会議のこれまで」について霜村さんにお
話いただき、宇都宮でも福島・故郷・⾃分たち の未来について対話しま
す。 
●午前は、演劇「⽷つむぎ姫」公演。午前だけ、午後だけの参加もＯＫ。
栃⽊の⼈も参加できます。 
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●ファシリテーター：霜村真康さん（未来会議副事務局⻑/ いわき市・
袋中寺副住職） 
●対象：①福島県から避難してきている⽅  ②県内に移住・定住・定
着した⽅ ③⽀援者 ④⼀般の⽅（栃⽊の⼈・興味関⼼のある⽅） 
●南図書館（宇都宮市雀宮町 56-1 電話 028-653-7609） 
※ JR 宇都宮線・雀宮駅徒歩 3 分。駐⾞場 500 台（6 時間無料） 
●定員 50 ⼈ 無料 
●内容●講話＋ワークショップ（みんなで未来を話す） 
とちぎ暮らし応援会 
●事務局（認定 NPO とちぎボランティアネットワーク）福島県・県外
避難者⽣活再建⽀援拠点・栃⽊ 
〒320-0027 栃⽊県宇都宮市塙⽥ 2- 
●⽇程 10:40 開場 
     11:00-11:40 (1 部) ●どんぐり座「⽷つむぎ姫」公演 
     11:40 昼⾷ （2 部参加者のみ：昼⾷代 200 円） 
     12:30-15:00 (2 部) ●未来会議 in 宇都宮 
     15:00 〜アフターサロン( ⾃由に交流) 

◎どんぐり座：NPO 法⼈宇都宮⼦ども劇場のお⺟さんお⽗さんでつく
る 
 ( お笑いもある）劇団。毎年市内の学童保育で公演している。⼤⼈も⼦
供も楽しめる芝居がモットー。◎⽷つむぎ姫：イギリス⺠話「トムティ
ット・トット」より。歌あり笑いありの楽しい劇です。 
【未来会議とは】 
 震災と原発事故は被災状況や仕事、環境、価値観の相違などによる分
断や軋轢を引き起こしました。福島には⻑期的に続く、誰も経験したこ
とがない物事が横たわっています。 
 ⼈と⼈が出会い、感じていることを共有し、違いや問題からも気づき
や学びを得る。⼀⼈ひとりが⼀歩を踏み出すきっかけや、疲れたら戻れ
る苗床のような場を⽬指し、継続開催をしていきます。ともに物事をみ
つめ、これからを考える時間を持ちませんか。みなさまのご参加、お待
ちしております。お気軽にいらしてください。 
■参加：9/9 第１部：劇（全体 30 ⼈）、第２部：未来会議（全体１５
⼈避難者 5 ⼈)、1/29 ⿅沼（全体で 30 ⼈、うち避難者 12 ⼈） 
■広報誌の発⾏：4 回（6 ⽉、10 ⽉、12 ⽉、3 ⽉） 

 
②SAVEJAPAN プロジェクトの実施 
 NPO 法人オオタカ保護基金と片岡林業の３者による希少⽣物保護の活動を損保ジャパン⽇本興亜㈱の全国展開

事業として実施した。今期は 2017-18 年度の 1年半の活動として、SDGｓをテーマに「菊炭でオオタカの住む⾥
⼭を造林する」活動を市貝町で３回実施した。 

 

 

 

 

 

（第 1 回）雑⽊林と⽥んぼの⽣きもの観察＆炭で鮎焼きに挑戦！ 
8/12（⽇）9-13 時    道の駅「サシバの⾥いちかい」集合   ●集合後、会場の「サシバの森」まで⾞で移動。約 10 分 
市⾙町は、菊炭（きくずみ）と呼ばれる茶道⽤の炭の産地。炭の原料
になる広葉樹を育てて⾥⼭を守り、希少⽣物も⼈も元気にするプロジ
ェクトです。 
●JR 宇都宮駅東⼝から送迎バスあり（8:15 発／定員 20 ⼈） 
●申込・問合せ：裏⾯の申込書で。締切は 8/8（⽊）まで。先着順 
 
●栃⽊県芳賀郡市⾙町は、県都・宇都宮市から 20 ㎞、⾞で 30 分の
距離にもかかわらず、豊かな⾥⼭が残されています。この地域に豊か
な⾥⼭が残されているのは、⾥⼭林や⾕津⽥が農林業で利⽤されてき
たからです。しかし、現在では放棄された⾥⼭林や⾕津⽥が増加する
など⾃然環境が悪化しつつあります。そこで、⽊炭⽣産者などと連携
し、地域で伝統的に⽣産されてきたクヌギ菊炭（茶道に使われるお茶
炭）の⽣産を通じて⾥⼭林を再⽣し、持続的に活⽤・保全しつつ、そ
こにすむ希少な⽣きものたちを守ることを事業の⽬的としています。 
（持ち物・服装） 
昼⾷・⽔筒・⾬具・帽⼦・⻑靴（⽥んぼの周りを歩きます）・ある⼈ 

は観察⽤具（会場にも⽤意します）。野外活動に適した服装（⻑ズボンで、
⻑袖シャツを持参）・⾍よけ等。 
（⾬天決⾏） 
ただし、プログラムの⼀部を変更することがあります。荒天が予想される
場合は中⽌します。中⽌の場合は、前⽇夜までに連絡します。 
（SAVE JAPAN プロジェクト） 
、全国各地の「いきものが住みやすい環境づくり」を⾏うプロジェクトで
す。環境 NPO や NPO ⽀援センター、⽇本 NPO センター、損保ジャパン
⽇本興亜が協働で、市⺠参加型の体験イベントを開催します。 
イベントのご案内や、開催報告などをサイトに掲載していますので、ぜひ
ご覧ください。http://savejapan-pj.net/ 
 
◆主催：NPO 法⼈オオタカ保護基⾦ ＋⽚岡林業 ＋認定 NPO 法⼈とち
ぎボランティアネットワーク ◆協⼒：認定 NPO 法⼈⽇本 NPO センター
◆協賛：損保ジャパン⽇本興亜株式会社 
■参加：35 ⼈ 

 

（第 2 回）サシバの森にドングリの⽊を植えよう！ 
12/8（⼟）9：30-13：00  道の駅「サシバの⾥いちかい」集合 ●集合後、会場の「サシバの森」まで⾞で移動。約 10 分 
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市⾙町は、菊炭（きくずみ）と呼ばれる茶道⽤の炭の産地。炭の原料
になる広葉樹を育てて⾥⼭を守り、希少⽣物も⼈も元気にするプロジ
ェクトです。 
●JR 宇都宮駅東⼝から送迎バスあり（8:15 発／定員 20 ⼈） 
●申込・問合せ：裏⾯の申込書で。締切は 8/8（⽊）まで。先着順 
 
●栃⽊県芳賀郡市⾙町は、県都・宇都宮市から 20 ㎞、⾞で 30 分の
距離にもかかわらず、豊かな⾥⼭が残されています。この地域に豊か
な⾥⼭が残されているのは、⾥⼭林や⾕津⽥が農林業で利⽤されてき
たからです。しかし、現在では放棄された⾥⼭林や⾕津⽥が増加する
な。 
ど⾃然環境が悪化しつつあります。そこで、⽊炭⽣産者などと連携し
地域で伝統的に⽣産されてきたクヌギ菊炭（茶道に使われるお茶炭）
の⽣産を通じて⾥⼭林を再⽣し、持続的に活⽤・保全しつつ、そこに
すむ希少な⽣きものたちを守ることを事業の⽬的としています。 

（⾬天決⾏） 
ただし、プログラムの⼀部を 
変更することがあります。荒 
天が予想される場合は中⽌し 
ます。中⽌の場合は、前⽇夜 
までに連絡します。 
◆主催：NPO 法⼈オオタカ保 
護基⾦ ＋⽚岡林業 ＋認定 
NPO 法⼈とちぎボランティア 
ネットワーク 
◆協⼒：認定 NPO 法⼈⽇本 NP 
O センター◆協賛：損保ジャパン⽇本興亜株式会社 
■参加：23 ⼈ 

 

（第 3 回）⽇本野⿃の会会⻑・柳⽣博さん講演会「確かな未来は、懐かしい⾵景の中にあるー市⾙町の⾥⼭とサシバ
ー」 2/16（⼟）14-15：30 ●聞き⼿：遠藤孝⼀(オオタカ保護基⾦代表)  ●⼩⾙⼩学校 
市⾙町は、菊炭（きくずみ）と呼ばれる茶道⽤の炭の産地。炭の原料
になる広葉樹を育てて⾥⼭を守り、希少⽣物も⼈も元気にするプロジ
ェクトです。 
●JR 宇都宮駅東⼝から送迎バスあり 
●申込・問合せ：裏⾯の申込書で。 
●俳優の柳⽣博さん（⽇本野⿃の会・会⻑）の講演会が栃⽊県市⾙町
であります。「確かな未来が、懐かしい⾵景の中にあるー市⾙町の⾥
⼭とサシバー」という講演タイトル。 
●栃⽊の SAVE JAPAN プロジェクトで進めているのは「⾥⼭の⽣態
系の頂点であるサシバというタカを保護することで、⽥んぼと⾥⼭を
作ってきた〝循環型で持続可能な⽥舎の暮らし〟も守る」という取り
組みです。 

●⾥⼭の定期的な伐採で炭を焼き暮らしてきた市⾙町、ここ 40 年は⽯
油・ガスになり⾥⼭が荒れていました。プロジェクトでは⽊炭製造業者と
連携しお茶⽤の菊炭の復活を⽬指しています。新たにクヌギを植林して 7
年⽬に伐採、菊炭をネットで販売するという循環を⽣み、⾥⼭を現代⾵に
保全するプロジェクトです。 
●市⾙町はサシバの⽣息数⽇本⼀。それはこの地域に豊かな⾥⼭が残され
ている証拠です。⿃・⾵景・暮らしについてお話をいただきます。菊炭で
⼈の暮らしも守る SDGｓ（持続可能な地域づくり）の取り組みです。 
◆主催：NPO 法⼈オオタカ保護基⾦ ＋⽚岡林業 ＋認定 NPO 法⼈とち
ぎボランティアネットワーク◆協⼒：認定 NPO 法⼈⽇本 NPO センター◆
協賛：損保ジャパン⽇本興亜株式会社 
■参加：120 ⼈ 

 

③ＮＰＯに対する備品・機器の貸出事業 
コピー機・輪転機・紙折り機等の貸出をおこないＮＰＯへの便宜を図った。 

■貸出・利⽤備品：輪転印刷機(有料)、紙折り機、ビデオプロジェクター、パソコンプロジェクター 
④コーヒーサロン事業 
今期は実施しなかった。 

⑤委員の委嘱などでの運営協⼒ 
各種委員に委嘱される等で会議、研修、講座の選考等に協力した。 
 
①栃木県社会福祉協議会・ボランティア活動振興センター委員（矢野） 

③ 宇都宮市社協・生活困窮者自立相談支援事業/運営委員会 (矢野) 

④ 栃木県県民文化課・災害ボランティア活動調査事業の係る災害時ボランティア支援体制づくり検討会（矢野) 

 

(2)ボランティアの啓発・普及事業（ボランティアとＮＰＯに関する啓発普及等事業） 
①『とちぎＶネット・隔⽉刊ボランティア情報』の発⾏ 

『隔月刊ボランティア情報』を650部、年６回発⾏した。ＷＥＢによる本会の活動情報提供の提供を開始し紙面

に再録するなど紙媒体と連動するようにした。職員、学生ラジオパーソナリティ、新聞切抜き隊、ボランティア

による取材、執筆を行い、担当職員による印刷とボランティア２～３人による製本・発送で成り立っている。 

⽉ 号 特集記事  ⽉ 号 特集記事 
3-4月 229 報告/円卓会議/がけっぷちゼミ/きずなBOX/と

ちコミ/FB前橋/FR大会 

 9-10月 232 ●報告/福島・未来会議/SAVEAPN/チャリティーウォー

ク56.7/サンタ deラン / 子どもSUNSUNプロジェクト

/定期円卓会議 
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5-6月 230 報告／子どもSUNSUN プロジェクト発足/ 大田

原で円卓会議スタート 

 11-12月 233 報告/県北通信・SAVEJAPANＰＪ/ sunsun ＰＪ再録 

7-8月 231 報告/子どもSUNSUNプロジェクト/定期円卓会
議/県北通信 

 1-2月 234 報告/ 未来会議/子どもSunSunTV/ 北海道地震 

 
②「みんな崖っぷちラジオ」の放送 

「ラジオ局の運営」を、コミュニティＦＭ「ミヤラジ」の開局と同時に、2017年3月8日から開始した。身近に

コミュニティＦＭが開設されることから、その番組枠を買うことにした。 

学生パーソナリティがゲストに話を聞き、それを職員等がコメントするスタイルで、取材・放送・ブログ作成

までを学生が臨時職員（アルバイト）として担当した。学生は当初１人が毎週行う形式であったが、１月から３

人体制にし、２人が隔週で交替する形式にした。「学⽣ラジオパーソナリティ募集説明会」を実施した。 

「半径８キロしか聞こえない」コミュニティＦＭという媒体では、放送による広報（ラジオ聴取）はほとんど

意味をなさないが、媒体作成・媒体出演者との関係性に学生が加わることで、学⽣⾃⾝の成⻑と本会関係者の変
化が見られた。 

学生がもつネットワークの活性化(活動への導入)に必要な媒体であるだろう。また「学⽣のアルバイト先として
のＮＰＯ」という観点からいくつかの出演ＮＰＯを紹介した。学生にもＮＰＯにも有意義な出会いとなった。 

【番組表】 
回 ⽉⽇ テーマ ゲスト/所属 コメント、学⽣司会 

１ 4/3 フードバンク大田原の紹介 藤田三夫（フードバンク大田原、いってみっけ） 徳山、水野悠平 

２ 4/10 やめようと思っている仲間と一緒にとめる 栃原（栃木ダルク） 中野、佐藤綾香 

３ 4/17 「子育てに困難を抱えている人」の支援 星 美帆（月の家） 矢野、水野 

４ 4/24 「隣りにいることの力」 小澤勇治（Vネット職員） 矢野、佐藤 

５ 5/1 子どもたちの幸せ、安全と事故防止システム 鈴木 寛（フレンドキッズ保育園、園長） 徳山、水野 

６ 5/8 「いい関わり方を見つけていくこと」 齋藤三枝子（とちぎベリー会、理事長） 中野、佐藤 

７ 5/15 「認知症の人と家族の会」 金澤林子（認知症と家族の会栃木県支部） 矢野、宮坂 

８ 5/22 「自分自身の認知症の偏見」を変える場 飯島惠子（ゆいの里） 矢野、佐藤 

９ 5/9 体に優しい自然食品を 野原典彦（ナチュラルフードの森の扉） 塚本、水野 

10 6/5 就労支援事業の裏側に迫る 仁平 学（東京愛隣会、主任生活指導員、） 徳山、佐藤 

11 6/12 子どもに学校以外の選択肢を 稲葉祐一郎（おるたの家、代表） 澤根、宮坂 

12 6/19 「依存物から遠ざかる技」を身につける 蓮（れん）さん（女性ダルク） 矢野、佐藤 

13 6/26 訪問型病児保育 山口真由美（リスマイリー） 矢野、水野 

14 7/3 そうだったんだ、とちぎコープ 塚原（とちぎコープ、常務理事） 矢野、宮坂 

15 7/10 みんなで気づきを大切に 菊地修介（とちぎ青少年自立援助センター、理事） 中野、水野 

16 7/17 認知症から始まるまちづくり 柳さん（ＲＵＮ伴、栃木実行委員長） 矢野、宮坂 

17 7/24 言葉や気持ちの壁を乗り越えて ラタナポン（デックタイグループ） 矢野、千葉 

18 7/31 足尾の山に緑を取り戻そう 長野さん（足尾に緑を育てる会） 矢野、千葉 

19 8/7 フードバンクで新たな挑戦を 大澤里香（Vネット職員） 小澤、千葉 

20 8/14 若者のこどくにじっくりと寄り添う 土橋優平（キーデザイン） 中野、宮坂 

21 8/21 私の活動についてお答えします。 廣瀬隆人（Vネット副理事長） 矢野、千葉 

22 8/28 CW567 はフードバンクを知る入口 立野 匠（2018CW567実行委員長） 矢野、佐藤 

23 9/4 障害者の地域生活「グループホーム」とは 星宮有子（こぶしの会） 徳山、宮坂 

24 9/11 「誰かに話したい」子どもがいる 松江さん（チャイルドラインとちぎ、理事長） 中野、宮坂 

25 9/18 シングルマザーの就労支援 福山さん（パーソナルキャリアコンサルタント） 矢野、水野 

26 9/25 日本で暮らす外国人の子どもが抱える課題 田巻教授(宇都宮大学国際学部) 中野、宮坂 

27 10/2 雇われない働き方もある 俵木正一（ワーカーズコープ） 徳山、佐藤 

28 10/9 子どもの生きる権利、誰もが持っている 三田和子（子どもの権利条約フォーラム2018inとちぎ） 中野、宮坂 

29 10/16 経験をつないで復興支援 山ノ井さん（チーム鹿沼） 矢野、佐藤 

30 1023 子どもの「もう一つの家」とは 塩澤達俊（YMCAとちぎ、総主事） 矢野、宮坂 

31 10/30 NPO が社会に残したものは、ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ 岩井俊宗（とちぎユースサポーターズネットワーク）  塚本、佐藤 

32 11/6 サラリーマンのボランティア 滝口 繁（浅間商事株式会社） 徳山、宮坂 

33 11/13 お母さんの笑顔はパワーストット 野澤かなえ（栃木ねいろ） 中野、佐藤 

34 11/20 全国初、子どもの居場所 畠山由美子（だいじょうぶ、理事長） 矢野、宮坂 

35 11/27 寄付つき商品「スマイル日光プロジェクト」 小栗 卓（成文社、常務取締役） 矢野、佐藤 

36 12/4 障害者の雇用は、現場スタッフの理解から 豊岡信夫（すまいる龍鳳、管理者） 徳山、佐藤 

37 12/11 「子どもの可能性を信じる」 土屋佳子（日本社会事業大学准教授） 中野、宮坂 

38 12/18 市民の力で子どもを支える 荻野ゆかり（キッズハウス・いろどり） 矢野、佐藤 

39 12/25 高齢・困窮、発達障害。変化する更生保護 鷹箸 孝（尚徳有隣会、保護司） 矢野、宮坂 

40 1/8 授業の中身も子どもが会議で決める学校 宇賀神雄太（デモクラティック・スクール） 中野、小林芽衣 
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41 1/15 人工知能とベーシック・インカム 白崎一裕（ベーシックインカム・現実を探る会） 矢野、笠原綾子 

42 1/22 身近にいる外国人ルーツの若者 中澤浩平（弁護士） 矢野、小林 

43 1/29 半農半Ｘ 新たな農業のカタチに挑戦 倉本ゆうき（わたね） 塚本、笠原 

44 2/5 福祉施設が行う社会貢献・地域貢献 岩崎日人（いちごハートネット事業、会長） 徳山、小林 

45 2/12 外国人労働者について 上田さん 矢野、笠原 

46 2/19 発達障害の人の自動車教習所 古澤正巳（鹿沼自動車教習所、社長） 中野、篠原紬 

47 2/26 宇都宮初 制服リサイクルバンク 稲葉綾子（戸祭地区民生・児童委員） 矢野、笠原 

48 3/5 精神障害者の就労支援事業所 田代美希（ひまわり、理事長） 徳山、篠原 

49 3/12 フリースクール、グループホーム 福田由美（ＣＣＶ、理事長） 矢野、小林 

50 3/19 外国人医療の現場 荻津 守 （済生会宇都宮病院） 宮坂、篠原 

51 3/26 放射能汚染の実態 竹原亜生（那須希望の砦） 矢野、小林 

 

(3)震災がつなぐ全国ネットワークへの加盟・運営（ボランティアとＮＰＯに関する啓発普及等事業） 
災害時の全国的なボランティアネットワークを構築するため「震災がつなぐ全国ネットワーク（略称＝震つ

な）」へ加盟し、役職員を同ネットワークの顧問・理事として業務にあたらせた。２年前から全国災害ボランテ

ィア支援連絡会（ＪＶＯＡＤ）に加盟した。 

 

(4)「ボランタリズム推進団体会議（⺠ボラ）の運営（ボランティアとＮＰＯに関する事業） 

全国の市民活動やボランティア活動の中間支援団体が一堂に会し、市民活動の推進方策、中間支援団体自身の

経営について研鑽し話し合う、「第 33回ボランタリズム推進団体会議（民ボラ）」を 6 ⽉ 30 ⽇・7 ⽉ 1 ⽇に本会

がホストとなり宇都宮で実施した。企画・準備のため本会職員１人を派遣し、年度末までに４回の会議に参加し

た。次年度(2019)は 7 ⽉ 6 ⽇―7 ⽉ 7 ⽇に千葉で実施する。 

第３６回⺠ボラ(全国ボランタリズム推進団体会議)in 栃⽊  
●テーマ：排除/包摂 と SDGs ●6/30-7/1( ⼟・⽇）宇都宮⼤学 
主催：第 36 回全国ボランタリズム推進団体会議実⾏委員会 ○共催：宇都宮⼤学 ○後援：ＳＤＧｓ市⺠社会ネットワーク 

●若者がアブナイ。座間殺⼈事件、相模原障害者⼤量殺傷事件、「⾃殺は権利だ」と主張する普通の学⽣たち…。若い世代の⼼の闇の正体と、闇
の現れとしての事件（現象）について「私たちは何を、どうすればいいのか」を考え、社会から排除される外国⼈の若者、障害者、⽇本の若者…
の社会的包摂について討論する。 
●企業活動の「グローバル化の末」の⾏動変化として、ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発⽬標) が今年から流⾏する。公共の課題は、国家が解決を担保
するものではなく、企業も含めた⺠の多様な主体が地域の持続可能性を作っていく社会に変化ししつある。経済の枠を超えた世界の連帯を、ロー
カル発＝栃⽊発のＳＤＧｓの実践報告とともに考える。 
6/30【全体会】 
社会的包摂をどう進めるか〜若者の闇/ 閉鎖/ 排除― 
不寛容な社会に⽴ち向かう〜 
■若者がアブナイ。座間殺⼈事件、相模原障害者⼤量殺傷事件、「⾃殺は
権利だ」と主張する普通の学⽣たち…。若い世代の⼼の闇の正体と、闇の
現れとしての事件（現象）について「私たちは何を、どうすればいいのか」
を考え、社会から排除される外国⼈の若者、障害者、⽇本の若者…の社会
的包摂について討論します。 
●話題提供者/ ■横⽥能洋（茨城 NPO センター・コモンズ・代表理事）
■中野謙作さん（栃⽊若年者⽀援機構・理事⻑） 
●担当世話⼈/ ■⿃⽻茂（静岡県ボランティア協会） 
 
分科会【１】政治と⾏政をどのように動かすか 
■制度を変える、補助を受けるなど、ＮＰＯが気付いたことを制度化する
ことも社会的役割です。どのように議会・議員にアプローチできるかを考
えます。地元・栃⽊の政治家を招きインタビューと討論します。 
●話題提供者/ ■宇都宮市議 1 ⼈、■栃⽊県県会議員 1 ⼈ 
●司会/ ■枝⾒太朗（富⼠福祉事業団）●世話⼈/ ■⿅住貴之（JUON 
NETWORK）■⿃⽻茂( 静岡県ボランティア協会) 
 
【２】外国ルーツの⼦どもをどのように包摂するか 

者 19 ⼈を刺殺、26 ⼈に重軽傷を負わせた。「障害者を皆殺しにすべ
き」「彼らを⽣かすために莫⼤な費⽤がかかっている」という発⾔も
あり、ネットではそれに共感する反応もありました。事件後、セキュ
リティを強めたり、ボランティアを⼊れない施設もあります。事件の
背景を丁寧にさぐり、わがこととして振り返り、これから取り組む。
べきことを考えたいと思います 
●話題提供者/ ■実⽅裕⼆さん（CAF/ ゆうじ屋店主）脳性⿇痺の重
度障害者。⾃⽴⽣活を選び、料理⼈& 経営者として東京・三軒茶屋
でケーキの路上販売にも出かける。事件後「⽣活お⾒合い」という活
動を始める。  
■池⽥徹さん（社福）⽣活クラブ⾵の村・理事⻑） 
■⼤橋浩さん（社福）晃丘会・障害者⽀援施設「ひばり」施設⻑） 
■担当：鈴⽊佑輔（世⽥⾕ボランティア協会） 
 
【全体会】操業（創業）者に聞く 
●市⺠活動の推進団体も時代とともにボランティア協会、ＮＰＯセン
ター、コミュニティ財団など様々になりました。しかし、時代や⽀援
形態が変わっても通底するミッションは変わりません。この企画は、
今後の市⺠活動⽀援のかたちを考えるために、強固なミッシ 
ョンとパッションを持ち市⺠活動を創ってきた創( 操) 業者( 理事
⻑、事務局⻑) から、当時の思いや現在までのプロセスを聞きます。
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〜⾜元に広がるグローバル化と、未来の地域社会に備えよう〜 
■⽇本には、⼯場などで地域経済を⽀える外国⼈が暮らしています。低賃
⾦労働者も少なくなく、⼦どもは⾔語未習熟による学習の遅れ、不登校や
低学歴、発達障がい、ネグレクト、ＤＶ、貧困、福祉制度からの漏れ等に
直⾯することもあります。また、住⺠との関係づくりが進まず、地域社会
からの分断が進んでいます。 
 この課題に取り組む担い⼿は⼗分ではなく、学習⽀援、進路相談、通訳、
⼊試改⾰、キャリア教育、居場所づくり、保育⽀援など、官⺠連携による
様々な段階での⽀援が必要です。グローバル化の進む⽇本で、未来の多⽂
化共⽣社会に備え、ボランタリズムで何ができるか⼀緒に考えましょう。
●話題提供者/■加藤順彦さん（多⽂化リソースセンターやまなし・代表理
事）■横⽥能洋さん（茨城 NPO センター・コモンズ・代表理事）●世話
⼈■⽥辺光正( ⼭梨県ボランティア協会)■⼤野覚（茨城 NPO センター・
コモンズ） 
【３】 〜現代社会と優性思想に向き合う〜相模原障害者施設殺傷事件に
対して私たちは何ができるか、何をすべきか。 
■ 26 歳元職員が 2016 年 7 ⽉起こした相模原障害者施設殺傷事件。⼊居 
 

原点と哲学を知り、今後の⽀援展開を考えるきっかけとします。 
●話題提供者/ ■早瀬昇（⼤阪ボランティア協会） 
■牧野昌⼦（ちば市⺠活動・市⺠事業サポートクラブ） 
●担当世話⼈/ ■熊⾕紀良（東京ボランティア・市⺠活動センター) 
 
7/1【全体会】 
ローカル発信のＳＤＧｓ〜持続可能な社会のために何が必要か〜 
● 2015 年 9 ⽉に国連で採択された SDGs（持続可能な開発⽬標）
は、私たち市⺠活動・NPO の活動にどのように役に⽴つのでしょう
か？「2030 年までに世界中のあらゆる場所のあらゆる形態の貧困を
終わらせる」を⽬標の１と掲げるＳＤＧ s になぜ企業が強いコミッ
トメントを⽰しているのでしょうか？ 分科会で具体的な事例をお
話しいただく前に、ＳＤＧ s の全容をつかみます。 
●話題提供者/ ■新⽥英理⼦さん（⽇本 NPO センター/SDGs 市⺠
社会ネットワーク） 
分科会【Ａ】…⼦どもを取り巻くＳＤＧｓ ⼦どもの貧困撃退円卓会
議 = ⼦ども SUNSUN プロジェクト 
 

 
 
 
 
●昨年「宇都宮の⼦どもの貧困がなくなるには何がどうなればいいの
か」をテーマに地域円卓会議で議論し、調査してきました。今年(2018) 
は⽬標を設定し、必要な志⾦・⼈・モノを集め、具体的に事業を創る段
階として「⼦ども SUNSUN プロジェクト」を発⾜します。⼦どもの地
域包括ケア＝ローカル発のＳＤＧｓについて途中経過をお話します。 
■話題提供者/ ■⽮野正広（とちぎボランティアネットワーク） 
 
【Ｂ】…環境と村おこしのＳＤＧｓ猛禽類サシバで⾥⼭のまちの再⽣ 
と未来の⽥舎づくり 
●第 1 期の「SAVEJAPAN プロジェクト」で「猛禽類サシバの住む⾥⼭」
を保全することで、地域の農業と農村の暮らしを再構築する事業に取り
組みました。そして５年後、これを契機に市⾙町では「サシバの⾥構想」
を中⼼に、官⺠あげての街づくりになっています。⾃然保護から町おこ
し、都会との交流⼈⼝増加までの展開をＳＤＧｓの視点から話します。 
■話題提供者/ ■遠藤孝⼀さん（オオタカ保護基⾦＆サシバの⾥⾃然学
校） 
 
【Ｃ】〜 Leave no one behind 誰ひとり取り残さない〜災害時要配慮
者⽀援での「⺠間ボランタリズム」とネットワークのあり⽅ 
 ＮＰＯや施設の周りには、災害時要配慮者が沢⼭います。しかし、災
害時に⾃⾝の経験が役⽴つことを認識していない、危機対応の経験不
⾜、具体的な活動の⼿⽴てがない、外部ボランティアや NPO の受⼊れ
ノウハウが明確でない、などの課題があります。 
 ⼀⽅で、災害時の住⺠リーダーには、要配慮者への適切な対応が浸透
しておらず、避難所運営等で課題が⽬⽴ちます。災害で「誰ひとり取り
残さない」ために、⺠間ボランタリズムの⼒をどう⽣かせるか、試⾏錯
誤の最前線の取組みからヒントを探ります。 

 
●話題提供者/ ■⼩林政夫さん（⼤阪ボランティア協会）●横⽥能洋さ
ん（茨城 NPO センター・コモンズ代表理事）●担当世話⼈/ ■⼤野覚
（茨城 NPO センター・コモンズ） 
 
【全体会】分科会報告ＳＤＧ s を通じたまとめを試みます。 
●分科会報告と世話⼈ディスカッションをします。 
●担当世話⼈：鍋島、熊⾕、⽥辺、⿃⽻、神元、⿅住、岡本・永井 
                                      
【実施要項】 
主催：第 36 回 全国ボランタリズム推進団体会議 共催：宇都宮⼤学 
⽇ 程：2018 年６⽉ 30 ⽇〜７⽉１⽇（⼟⽇） 
会 場：宇都宮⼤学・峰キャンパス( 栃⽊県宇都宮市峰町 350） 
対 象：全国のボランティア・市⺠活動推進団体の役職員・スタッフ、
関⼼のある⽅ 
定 員：50 参加費：4000 円（１⽇のみ参加 2,000 円 学割は半額） 
懇親会費：2000 円（学割 1,000 円）宿泊は各⾃ご負担ください。 
※懇親会のみ参加も可( 応談) 
●世話⼈団体/ ちば NPO 事業サポートクラブ、静岡県ボランティア協
会、⼤阪ボランティア協会、茨城 NPO センター・コモンズ、富⼠福祉
事業団、東京ボランティア・市⺠活動センター、⼭梨県ボランティア協
会、世⽥⾕ボランティア協会、いたばし総合ボランティアセンター、
JUON( 樹恩)NETWORK、とちぎボランティアネットワーク 
 
⺠ボラ会議：４回 617-18民ボラ（職員5人参加）8/30：民ボラ会議（矢

野他９人)11/9：民ボラ会議（矢野他10人） 2/19：民ボラ会議（矢野

他９人) 

Ｅ．【とちぎコミュニティ基⾦】 
２年前から非常勤職員を増員して「とちぎコミュニティ基⾦」の運営強化を行った。昨年から続けている⼦ど

もの貧困撃退円卓会議を「⼦ども SUNSUN プロジェクト」と改称し、寄付集めと事業の立ち上げを開始した。

円卓会議(マルチステークホルダー・プロセス)の手法でコレクティブ・インパクトを狙った。こうした「とちコ

ミの仕事の仕方」を周知することで寄付受⼊窓⼝としてのブランド化を進めた。 
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子ども SUNSUN プロジェクトとして 853 万円の寄付（うち、サンタ de ラン＆ウォーク 450 万円）があった。

新規の冠基⾦「たかはら⼦ども未来基⾦」は第２回目の配分を行い、学⽣インターン部⾨では、報告会と講座を

実施し、中間報告会では学生への研修を強化した。 
 

(１)メイン基⾦の運営（ＮＰＯの活動資⾦の援助事業） 

①（総括）⼦ども SUNSUN プロジェクト＝⼦どもの貧困撃退♡円卓会議(宇都宮、⼤⽥原) 
地域の課題を解決するプロジェクトとして「子どもの貧困」をテーマに円卓会議を開催し、昨年(2017 年)10 月に調

査報告を、2018 年 3 月からその実施計画を発表した。さらに、今年度(2018 年)は目標数の設定と資源集め、事業の立

ち上げを行った。 
今期からは宇都宮市内の各中

学校区のこども食堂、無料学習支

援、居場所、フードバンクなどの

支援拠点セットをつくっていく

ことを目標とした。そのために宇

都宮の概ね中学校区ごとに地区
円卓会議を開催し、地区ごとのま

とまりを作っていった。また、全

体で課題を出し合い課題を解決

する場として定期円卓会議を年

４回開催した。 
特に清原地区⼦どもの貧困撃

退・円卓会議は 2018 年 9 月に

発足し、とちぎＹＭＣＡを中心

に地域内でのミニ集会や視察を

行ってきた。その結果、地区内

の社会福祉施設、自治会、民生

委員児童委員等とともに地域ぐ

るみの活動になってきた。 
また、宇都宮から全県に活動 

を広げるために別市町への波及 
として、⼤⽥原⼦どもの貧困撃 
退円卓会議を開催し、調査やフ 
ァンドレイジング講座を開催した。 
各団体への助成金額を積算するため助成⾦申請書/ファンドレイジング計画書（表１）の公募を行い、7 団体・助成額

7,620,000 円（総額 9,525,000 円）をファンドレイジングの目標とした。 
12 月のサンタ de ラン＆ウォークや通年の子どもＳＵＮＳＵＮメイト(月額寄付)、発起人寄付(一口 10 万円)などで寄

付を総額 8,462,274 円集め、11 団体に 6,420,955 円を助成した。目標額の 84％の達成率であった。 
 寄付の手法もイベント、クレジットカード（月額定期寄付）、子ども SUNSUN プロジェクト発起人（大口寄付）の

ほかに、企業向けの寄付つき商品も推進した。ジャパンビバレッジが寄付つき⾃販機を普及し、６台を３社に設置し

  
（表 1）2018 ⼦ども SUNSUN プロジェクト助成⾦申請書/FR 計画書  
    予算額（Ｂ） ⽐率（B÷A） 
1 リスマイリー 770,000 10.1％ 
2 栃⽊県若年者⽀援機構・いろどり 1,110,000 14.5％ 
3 栃⽊県保健医療⽣協（宝⽊地区） 240,000 3.2％ 
4 とちぎＹＭＣＡ・アットホームきよはら 1,500,000 19.7％ 
5 ⻘少年の⾃⽴を⽀える会・⽉の家 2,500,000 32.8％ 
6 とちぎ V ネット・フードバンク宇都宮 1,500,000 19.7％ 
  ⼩計 （Ａ） （7,620,000） 

 

7 とちコミ事務局（広報・ファンドレイジ
ング経費：Ａ×25％） 

1,905,000   

        
  合計 9,525,000   
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た。またとちぎテレビが寄付つき広告を実施するとともに、5 分間番組「栃⽊の⼦どもＳＵＮＳＵＮ ＴＶ」を制作し
毎⽉ 1 回放送した。次期も継続して実施いただく。 
 
２、成果と課題 
①⼦ども⾷堂、無料学習⽀援等の設⽴ 
 子ども食堂は、新たに発見した非公開型を含めても４増。「やりたい人」の発掘にはつながったが、実際の活動開始

までには躊躇している状況が見られる。一緒に設立までのハードルを乗り越えていくようなサポートが必要である。

無料学習支援は宇都宮市内で１か所増加だった。学習支援活動の心理的なハードルの高さが原因であり、放置してい

ても学習支援は増えないことが分かっていたため「学習支援サポートセンター」を作り 95 件の相談⽀援をした。相談

内容は開所 4、利⽤ 65、ボランティアしたい 26 であった。学習支援ボランティアの育成など、戦略的な人材発掘・育

成ができなかった。 
これらの原因は、サンサン PJ 全体として対応していくができず、単独の団体(担当者)が孤⽴したまま各々団体の事

業を進めたことによる情報共有の不⾜が原因である。 
 一方で、制服リサイクルバンクは、当初の目標には入っていなかったものの地域の民生委員などが取り組みやすい

活動となり速やかな動きであった。星が丘中制服リサイクルバンク実⾏委員会が設立され、発案から 3 か月で実施に

至った。現在は自治会、地域住民を巻き込んだ活動となっている。 
 居場所/もうひとつの家は、宇都宮市が月の家に加えて、もう 1 か所を設置することになり、9 月からとちぎ YMCA
が「アットホームきよはら」を開設した。市からの補助金は 800 万円であり運営コストの差額分 300 万円は自己資金

で捻出しなければならない。 
 一方で訪問型病児保育は 
利用料に補助金がないため 
低所得の一人親が利用でき 
ないこと、また、フードバ 
ンクは食品受贈量の拡大の 
ためには、先行して倉庫・ 
車両などハード面の設備が 
必要なことなど、それぞれ 
伸び悩む理由があった。初期投資の資金が必要である。 
 
②寄付⾦の募集と配分 
 寄付は主に寄付イベント、個人寄付、企業寄付の３つである。なかでも個人寄付クレジットカードによる月額定額

寄付（子ども SUNSUN メイト）、単発大口寄付（子ども SUNSUN 発起人寄付）により寄付額の半分 400 万円を集め

た。また、寄付イベント(サンタで de ラン)で半分の 400 万円を集めた。ほかに企業寄付（寄付つき商品）が 13 万円

となった。寄付総額は 853 万円で⼀定の成果があったといえる。 
 
 寄付の募集の前提

となる数字を出すた

めに、助成金申請書を

提出してもらい目標

としたが、サンタ de

（宇都宮の⼦どもの貧困がなくなるには？ 市⺠ができる対策調査 2017） 
  ⽬標数 当初 

（2018/3 ⽉） 
現状 

(2019/3 ⽉) 
増加数 

１ ⼦ども⾷堂 ９８か所 ７ 11 ４ 
２ 無料学習⽀援 ※( ）県内 ９８か所 ２（７） ３（10） 1（2） 
３ 居場所/もうひとつの家 ５か所 １ ２ １ 
４ フードバンク 5 か所(100ｔ) 1（13t） １(15.5ｔ) ０（2.5t） 
５ 病児保育(訪問型) 50 世帯(⼀⼈親) 0 0 0 
６ 制服リサイクルバンク ２５か所 ０ １ １ 
７ ボランティア数 34,000 ⼈ ― ―  

 

 
寄付配分額 

 団体名 サンタ de ラン＆
ウォーク 

助成申請書
/FR 計画書 

2018 配分合
計 

1 とちぎＹＭＣＡ 480,311 595,028 1,075,339 
2 とちぎ V ネット・フードバンク 1,106,310 595,028 1,701,338 
3 リスマイリー 194,747 305,448 500,195 
4 栃⽊県若年者⽀援機構 234,688 440,321 675,009 
5 ⻘少年の⾃⽴を⽀える会・⽉の家 109,804 991,713 1,101,518 
6 医療⽣協（宝⽊地区） - 95,204 95,204 
7 とちぎ環境未来基地 （注１） 416,428 - 416,428 
8 うりずん（注１） 298,616 - 298,616 
9 だいじょうぶ（注１） 557,310 - 557,310 

10 ほほえみこども⾷堂(注 2) - - - 
 （⼩計） 3,398,213 3,022,742 6,420,955 

11 とちコミ事務費(広報・ファンドレイジ
ング経費)（25％） 1,132,738 982,581 2,115,319 
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ランと異なり団体自

身が努力することの

必要がない分、事務局
のファンドレイザー
の動きだけで寄付を
集めた場面が多く、次
年度以降の⼤⼝寄付
(⼦どもＳＡＮＳＡＮ
プロジェクト発起⼈
寄付)の⾒込みは皆無
である。 
個人を回って営業し 
た大口寄付と違い、クレジットカードによるマンスリーサポーター（⼦ども SUNSUN メイト）の拡⼤はほとんどな

かった。 
また、寄付つき商品もほぼ 1 人だけの動きで企画・拡大されている。サンサン PJ の中⼼メンバーの個別のファンド

レイジングや各構成団体の組織⼒による寄付集めを行う必要がある。 
 次期からは助成金申請書/FR 計画書の審査も外部委員等も交えるとともに、申請団体⾃⾝の⾃⼰努⼒も求める方法を

早急に検討する必要がある。 
早急に検討する必要がある。 
 
３、催事・講座・会議の実施⽇・回数 
■総会  
6/17：⼦どもサンサンＰＪ総会・発⾜式 
（基調講演 湯浅誠さん「宇都宮のみんなで何とかする、子ど

もの貧困」・参加100 人） 

 
■定期円卓会議（３回） 
8/11：参加 25 人、11/10 参加 16 人、2/9 参加 28 人） 
 
■地区円卓会議（清原地区のみ） 
9/3 「清原地区円卓会議」発足集会」（宇都宮美術館/とちぎＹ

ＭＣＡなど主催） 
1/20 「清原台自治会・フードバンク講座」（塩澤/徳山） 
 
■広報誌（４回発⾏） 
「⼦どもＳＵＮＳＵＮニュース」発行 3 回（8/10 第１号発行、

11/1 第 2 号発行  2/10 第３号発行） 
「サンタ通信」発行１回（3/31 第 1 号発行） 
■ＨＰ作成 （完成 7/30、HP 打合せ 3 回：6/16 7/5 7/19） 
 
■⽉例会（7 回） 
4/7 月例会（矢野、徳山、小澤、宮本、荻津、竹之木進、大

澤） 
5/12 月例会（竹之木進、並木、中沢、大澤、小沢・徳山・矢

野） 
5/31 臨時会議（大久保、塩沢、徳山、矢野、宮本、廣瀬） 
7/14 月例会（矢野、徳山、中野、大久保、塩沢、大沢、千葉、

荻津、宮本） 
10/13 月例会（矢野、徳山、中野、宮本、大久保・塩沢、山

口）、 
1/12  月例会（矢・徳・中野、荻津、大久保、宮本、小栗） 
3/14 月例会（矢野、徳山、大久保、並木、塩澤、沼尾） 
 
■講演会・視察（16 回） 
4/3 西那須野ロータリークラブ卓話（那須塩原/矢野） 
4/5 わたらせロータリークラブ卓話（足利/矢野） 
4/24 宇都宮東ロータリークラブ卓話（宇都宮/大久保、矢野） 
5/7 宇都宮 90 ロータリークラブ卓話（宇都宮/大久保） 
5/14 佐野ロータリークラブ卓話（佐野/矢野） 
5/16 鹿沼ロータリークラブ卓話（鹿沼/矢野） 
5/17 真岡ロータリークラブ卓話（真岡/矢野） 
5/23 宝木中地域協議会で子ども SUNSUNプロジェクトの説

明会（宝木中学校/宮本、矢野、他 20 人） 
6/4 市長訪問（市役所/大久保、竹之木進、宮本、荻津、徳山、

矢野、星）、 
6/4 記者会見（県庁記者クラブ/荻津、徳山、矢野、星） 
6/9 「子どもの貧困－フードバンク・ボランティア講座」（戸

祭コミセン/矢野） 
6/9 「子どもの貧困」自主講座（西原コミセン/福田、矢野） 
6/12 陽北ロータリークラブ卓話（宇都宮/大久保） 
12/5 中央ライオンズクラブ・卓話「子ども SUNSUN プロジ

ェクト＋サンタ de ランについて」（宇都宮/矢野） 
1/29 小山市役所「サンサンＰＪ」視察（市職員 2・民生委員

2・スクールＳＷ3/矢野） 
 
■サンサン PJ による後援・関連講座（３回） 
7/19「健康格差社会への処方箋」近藤克則さん講演会（医療生
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協主催/みやのわホール） 
11/18「児童虐待防止県民のつどい」（SUNSUN プロジェクト

共催/みやのわホール） 
11/18「 シンポ 家族を支えるための子どもの居場所」（青少年

の自立を支える会主催/みやのわホール） 
 
■寄付つき広告・番組 
12/22＝「サンタ de ラン＆ウォーク」サンタ姿で走り、支援呼

び掛け。子どもの貧困７人に１人。 
 1/10 ＝「いろどり」 一つ屋根の下、地域つながる「子ども

食堂」 
 2/14 ＝「フードバンク宇都宮」「もったいない」を「ありが

とう」に。 
 3/14 ＝「星中制服リサイクルバンク」 卒業・入学シーズン

に制服リサイクル 
 
■寄付つき商品、寄付付き⾃販機（6 か所）：やきとり竜鳳、藤

井産業、済生会宇都宮病院） 

 
 
■⼤⽥原⼦どもの貧困撃退・円卓会議 
（円卓会議３回、準備会３回） 
4/19 大田原・子どもの貧困撃退円卓会議・準備会①（塚本、

木村、辺見、藤田・二見・実、矢野） 
7/7 大田原・子どもの貧困撃退円卓会議・準備会②（木村・

辺見・塚本・大谷・實・濱野・林・矢野） 
7/22 ⼤⽥原・⼦どもの貧困撃退円卓会議（30 ⼈参加） 
11/7 県北円卓会議・準備会（塚本・辺見・實・藤田・木村・

矢野） 

12/15 ⼤⽥原円卓会議「寄付つき商品講座」・⼩栗さん講師（参
加 15 ⼈） 
3/24 ⼤⽥原円卓会議「⼦ども⾷堂の始め⽅講座」・荻野さん
講師（参加 25 ⼈） 
 
 
■サンタｄｅラン＆ウォーク 
12/22 サンタ de ラン実施（300 ⼈参加） 
 
■ボランティア説明会（2 回） 12/7（18 人）、12/12（15 人） 
 
■サンタ・事前イベント（7 回） 
①② 11/18、12/2 とちぎ YMCA 他企画「サンタ de 街頭募
⾦・オリオンスクエア」 
③11/29 リスマイリー企画 「チャリティ飲み会：バリヤン」 
④12/1 事前イベント映画「私⽣きていても いいのかな」上
映（参加 150 人/宇都宮美術館） 
⑤12/2 サンタ de 街頭募⾦（県北 V ネット・やまのて⼦ども
⾷堂・トチギ環境未来基地：72,343 円） 
⑥⑦12/8・9 サンタ de ラン街頭募⾦（フードバンク宇都宮/9
⼈） 
 
■実⾏委員会 （11 回） 
（7/5（7 人）8/30（10 人）、9/25（９人）、10/12（８人）、10/26(10
人)、11/7（14 人）、11/27（９人）、12/13 木(8 人)、1/16（12
人）、2/19、3/15（6 人） 
 
 

 

 (２)冠基⾦の運営（ＮＰＯの育成事業） 

①冠基⾦「花王ハートポケット倶楽部・地域助成」 

花王㈱の同助成金を活用しＮＰＯへ助成金を贈る地域助成を行なった。第１２回目の助成金配分である。とちコミ

の宣伝を兼ねる意味で「ＮＰＯデータバンク」への登録を必須とせず、簡易な方法での応募とした。 

 審査は 12 月６日の第 1次審査で6団体を選考し、それらを、花王ハートポケット倶楽部の社員1700人の投票によ

り３団体にしぼる方法とした。メイン助成は 20 万円が１団体、10 万円が 2 団体、サブ助成各団体３万円の総額 49
万円である。応募は２２団体だった。３月２日に贈呈式およびインターン報告会をおこなった。 

栃⽊県内のＮＰＯ・市⺠活動団体を応援 
―2019 年度 花王・ハートポケット倶楽部地域助成（栃⽊地区）― 【とちぎコミュニティファンド・冠ファンド助成】 
 
花王㈱では社員有志による社会貢献寄付プログラム「ハートポケット倶楽部」を組織し、全国・地域の NPO を社員と企業で応援しています。今年は、栃
⽊事業場のハートポケット倶楽部が、栃⽊県全域の全ての分野で活動するＮＰＯや市⺠活動団体から、「⼼温まる活動」「地域で必要とされる活動」を対象
に助成します。 

１、助成内容 
・助成総額：49 万円   ・助成団体数：６団体 
・助成⾦額/メイン助成：20 万円（１団体）10 万円（２団体） 

サブ助成：3 万円（３団体） 

４、応募・問い合わせ先 
とちぎボランティアネットワーク「花王・ハートポケット倶楽部係」 栃
⽊県宇都宮市塙⽥ 2-5-1 電話 028-622-0021 
FAX028-623-6036  tochicomi.org 
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・１次選考(書類審査)を通過した団体のうち２次選考にもれた３団体に
サブ助成として各３万円 

 
２、選考までの流れ 

◎応募受付開始：10 ⽉１⽇ ◎応募⽤紙提出締切：11 ⽉ 20 ⽇必着 
◎⼀次選考：12 ⽉中旬。とちぎコミュニティ基⾦運営委員会により６
団体を選出。 
◎⼆次選考（投票選考）：１⽉中旬。 花王ハートポケット倶楽部に参加
している社員に応募申請書を公開し、投票で採択団体を決定します。 
◎贈呈式・レセプション：３⽉２⽇。１次審査通過団体においでいただ
き、贈呈式・レセプションを⾏います。 
◎活動報告：助成⾦を使った様⼦を所定の書式で簡潔ご報告ください。 

 
３、応募団体の条件 

①営利を⽬的とせず、公益的・社会的な活動をすでに 1 年以上継続的
に⾏っている栃⽊県内の NPO・市⺠活動団体・ボランティア団体（法
⼈格の有無は問わない） 
②昨年度「メイン助成」を受けた団体でないこと（１年お休みのあと
の応募は可）。 
※とちぎコミュニティ基⾦の「NPO データバンク（CANPAN）」への
登録は必須ではありません。 

 
■選考結果 

◎メイン助成 
・NPO法人 子どもの育ちを支える会 さくらネット小山  

子どもの居場所おひさま（20万円） 

・NPO法人子育てほっとねっと（10万円） 

・NPO法人フードバンクとちぎ（10万円） 
◎サブ助成（各３万円） 
・NPO法人ERICCO BOOK PROJECT 

・NPO法人かぬまうたごえ喫茶実行委員会 

・子育てサークル こっころ 
■年間⽇程 

9/28(⾦）花王助成の説明会（まちぴあ主催） 
12/6(⽊)花王助成審査会 
3/2(⼟)花王ハートポケット倶楽部地域助成贈呈式+たかはら⼦ども未来基
⾦インターン報告会」 

 

②冠基⾦「たかはら⼦ども未来基⾦」 

2017 年から矢板市の篤志家からの寄付で「たかはら子ども未来基金」を創設した。「境遇や生育環境に関わらず、全ての

子どもや若者が等しく人生を拓く機会を得られること」が目的である。子どもの貧困に関するボランティア・NPO の活動

に対し、栃木県北地域を中心に助成を行った（2017年から10年間継続して寄付を受け、助成を行う）。 

助成部⾨の応募は７団体あり３団体に助成した。学⽣インターン部⾨には５団体が応募・助成した。学生は１０人の申込

があり５人に助成した。 

 
 

とちぎコミュニティ基⾦・冠基⾦ [たかはら⼦ども未来基⾦] 
（申込締切） ①助成部⾨：2018/９/30 

                      ②学⽣インターン部⾨：団体 2018/6/20 学⽣ 2018/7/15 
１．たかはら⼦ども未来基⾦とは？ 
 たかはら⼦ども未来基⾦は、⼦どもや若者の未来を応援する⽬的で、県北
在住の夫妻が設⽴した基⾦です。現在、家庭の経済的困窮が要因となり、⼦
どもや若者の「未来への可能性」を奪う様々な不利が⽣じています。境遇や
⽣育環境に関わらず、全ての⼦どもや若者が等しく⼈⽣を拓く機会を得られ
るように「たかはら⼦ども未来基⾦」を創設し、特に栃⽊県北地域の⼦ども
や若者を⽀えていきます。 
 
２．2018 年度の助成事業 
 基⾦は、とちぎコミュニティ基⾦内に設置し、助成部⾨と学⽣インターン
部⾨を設けています。１つの団体は、どちらか１つの部⾨に申請できます。 
 助成部⾨は、従来の活動の発展を促すほか、新しく⽴ち上げた団体の活動
の応援をすることを⽬的としています。公募または推薦で選考します。 
 学⽣インターン部⾨は若者と NPO、市⺠活動団体が共に成⻑できる仕組み
を作ることを⽬的とします。学⽣が⼀定期間、NPO や市⺠活動団体にスタッ
フ⾒習いとして研修することを応援します。奨励⾦で活動することで、若者
の積極的な参加と NPO や市⺠活動団体への継続的な応援者を増やすことを
⽬標とします。 
 
３．対象団体 
（１）活動内容 
①⼦どもの⾷事と居場所を⽀える活動…例）こども⾷堂の運営⽀援、新規設
⽴⽀援。 
②⼦どもの学習を⽀える活動…例）無料学習⽀援、学びなおしの⽀援。学⽤
品の物品⽀援など。 
③⼦どもの体験を⽀える活動…例）⾃然体験や⽂化体験などの⼦どもの⼼の
成⻑を⽀える活動を⽀援。 
④若者の社会参加や就労、⽣活を⽀える活動…例）若者の居場所づくりや就

《選考の流れ》 
助成部⾨の選考の流れは以下の通り。 

9/1〜9/30：応募受付：所定の申請書に記⼊。 
10 ⽉中旬 ：選考（書類選考）基⾦運営委員会で選考します。 
10 ⽉末   ：決定通知  
11 ⽉     :贈呈式(必ず出席) 
2020 年春:成果発表会（必ず出席） 

 
５．学⽣インターン部⾨の内容 
・学⽣のインターンシップ受け⼊れを希望する団体と、NPO 活動に関⼼の⾼
い学⽣をマッチングします。 
（団体の利点） 

学⽣のインターン⽣を受け⼊れることで、活動に新たな視点が持てるほか、
新しい年齢層の参加を増やすなど、活動を発展させることを期待できます。 
（学⽣の利点） 

参加できる機会が少ない学⽣に、スタッフの視点で関わることで、活動の
背景や課題などを深く学ぶことができます。 

助成⾦があるので、バイトに時間がとられなくても済みます。 
（対象団体） 

開始時期のオリエンテーションや振り返りの実施などができる、学⽣のイ
ンターンシップを受け⼊れられる団体を対象としています。 
（その他） 

団体からの推薦者となる学⽣を優先します。 
 ・助成総額 62 万円（インターン⽣ 5 ⼈分） 
 ・学⽣に 10 万円、団体に２万４千円を助成 
 ・インターンの受け⼊れ団体数：５団体 
 ・1 団体に 1 ⼈または２⼈が半年間活動する。 
 ・単年度での⽀援を⾏う 
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労訓練プログラムを⽀える活動を⽀援。困窮学⽣⽀援。 
⑤基⾦を増やすための活動…例）「たかはら⼦ども未来基⾦」の成果を広く発
信し、後に続く篤志家を増やす活動を⾏う。 
（２）団体の条件 

営利を⽬的とせず、公益的・社会的な活動をすでに 1 年以上継続的に⾏っ
ている栃⽊県内の NPO、市⺠活動団体、ボランティア団体（法⼈格の有無は
問わない） 
※ とちぎコミュニティ基⾦の「ＮＰＯデータバンク（CANPAN）」への登録
は、今年度は必須ではありません。ただし、登録すると冠ファンド「とちぎ
ゆめ基⾦」への応募資格、NPO 春の合同寄付キャンペーンへの参加資格など
様々な特典があります。登録・更新の⽅法については以下のホームページ
（ tochicomi.org ）をご覧頂くか、事務局までお問い合わせください。 
※ＮＰＯ情報公開・信⽤システム(ＮＰＯデータバンク)とは…⺠間（企業・個
⼈）から NPO への寄付・寄贈品の提供を促すには、信⽤を得ることが⼤前提
です。 
「NPO 情報公開・信⽤システム」は、登録した NPO の情報を⾝近なＮＰＯ
センターに⾏って閲覧したり、HP 上でそれぞれの NPO の活動内容・財務状
況まで参照できる仕組みです。 
（３）選考基準 
前出の条件を満たす団体の中から、以下の選考基準で選考いたします。 
①⼦どもや若者の未来の可能性を本気で応援したい団体 
②地域で必要とされ、⼀般の⼈に開かれて参加できる活動であること 
③ 助成を受けることで、活動の基盤を強化できる団体であること 

◎団体の活動エリア：県北の活動団体を優先して助成します。 
  県北（⽮板市、塩⾕町、⾼根沢町、さくら市、⼤⽥原市、那須塩原市、

那須町、那須烏⼭市、那珂川町） 
中央（宇都宮市、上三川町、壬⽣町） 

  東⻄（⽇光市、⿅沼市、芳賀郡、真岡市） 
※該当する地域に事務所があるか、活動している団体に助成。 

   
４．助成部⾨の内容 
・助成総額  40 万円 
・助成団体数 ３団体 
・助成⾦額 メイン助成 20 万円 1 団体 、サブ助成 10 万円 2 団体 
 ２年⽬の団体：１年⽬助成の半額まで 
・最⼤３年間継続して助成。1 年毎の申請とし、毎年申請書を提出。 

《選考の流れ》 
5/1-6/20：団体の受付期間…所定の申請⽤紙に記⼊。 
5/1-7/15：学⽣の応募…団体からの学⽣の推薦を優先します。 

「とちぎコミュニティ基⾦」に学⽣からの応募があった場合は、 
マッチングを⾏います。 

7-8 ⽉：⾯談＆選考…指定した⽇時に学⽣と⾯談を⾏います。 
8/24 ：団体の選定…基⾦・運営委員会で選考。 
8 ⽉〜：学⽣インターン開始…全体オリエンテーションはとちぎコミュニ 

ティ基⾦で⾏います。 
12/9 ：中間報告＆振り返り会 
3/2 ：活動報告会 
 
６.問合わせ・申込み 

下記の連絡先から、メール、郵送、FAX からお申し込みください。 
⽇曜⽇・⽉曜⽇は事務所がお休みです。 
とちぎコミュニティ基⾦ 

（認定 NPO 法⼈とちぎボランティアネットワーク内） 
 担当：⼤⽊本・⽮野 
 〒320-0027 宇都宮市塙⽥ 2-5-10 共⽣ビル 1 階 
    電話 028-622-0021 FAX：028-623-6036 
    メール info@tochicomi.org 
       HP https://www.tochicomi.org  
■選考結果 
◎助成部⾨ 
・NPO 法⼈ キーデザイン（10 万円） 
・家庭教育オピニオンリーダー たんぽぽの会（10 万円） 
・NPO 法⼈⾵⾞（２年⽬助成）（５万円） 
◎学⽣インターン部⾨ 
・NPO 法⼈ ⾜尾に緑を育てる会：鷲頭勇弥（帝京⼤ 3 年） 
・⼀般社団法⼈ えんがお：⼩林千恵（国際医療福祉⼤ 4 年） 
・NPO 法⼈オオタカ保護基⾦サシバの⾥⾃然学校：⼤⾦美咲（宇都宮⼤ 1 年） 
・たかねざわぽかぽか⾷堂：本⽥花梨（宇都宮⼤ 3 年） 
・NPO 法⼈ トチギ環境未来基地：森⼭蒼⼤（東京農業⼤研究⽣） 

②冠基⾦「とちぎゆめ基⾦」 

 今年度は助成を実施しなかった。 

 

Ｆ．【若者⾃⽴⽀援】 
（1）若者未来基⾦の運営（若年無業者、障害者の就労支援及び自立支援） 
様々な悩みを抱えた若者や仕事に就くことが困難な若者に対して、総合的・段階的なサポートを行うために、とち

ぎボランティアネットワークに「若者未来基金」を設置し寄付を募った。 
寄付金は（⼀般社団）栃⽊県若年者⽀援機構のユースアドバイザーの活動費用や、若者の就業訓練の経費（奨励金）、

また一般就労が困難な若者のための新たな仕事作り、若者自立支援の緊急一時金とした。 
今期は基金からは拠出せず資金ストックの時期とした。（→若者自立支援助成要綱） 

 

 

 

 

 

Ｇ．【とちぎ県北ボランティアネットワーク】 
2018年度は、常時、事務所にスタッフやボランティアがいることにより、⽣活困窮者などの相談対応や⼦ども達の
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⽀援、広い世代の地域交流の場として来所者数を増加するこ

とができた。 

子ども達の支援としては、夏休み期間中に学習ルーム開催

日を増やし対応した。また、学生ボランティアが中心となり

企画した[ものづくり体験プログラム]を年に２回実施し、と

ても好評であった。 

事務局としては‘県北運営会議‘を毎月開催することがで

きた。[県北会員の集い]については１回開催できたが、会員

活動の活性化や、会員増加などのアクションはあまりできず、

⾃主財源（会費・寄付）の確保は⽬標未達成となった。 

また、ボランティア不足により1人ひとりの負担が大きい

ため、今後ボランティア確保が課題である。 
 

(１)⽣活困窮者⽀援 

①フードバンク⼤⽥原の活動 

フードバンク大田原では、今年度 4.2 トンの⾷料を集め、そ

のうち 4.0 トンを⽣活困窮者に届けることができた。 
広報活動として、講師派遣を３回（宇都宮⼤学、那須清峰⾼校、
⻄原⼩学校）、また、世代間交流喫茶いってみっけと連携し⼤⽥原市や那須塩原市で計 12 回のイベントに参加し PR した。

その効果もあり個人・企業・団体からの食品提供が増加となった。支

援件数は 33.6件/月（前年比－3 件）、提供物量は 331 ㎏/月（前年比＋

18 ㎏）、⽀援先は那須塩原市多い。困窮者の相談は社会福祉協議会を

通じて寄せられるケースが多いが、行政機関からの紹介や直接来所す
るケースも増加した。ベテランボランティアの活躍により、年々協力

の輪が広がり、支援の量も増加している。 
引き続き、フードバンク協力者の輪を広げながら、困窮者への食糧

支援を継続していく。 
 
 

(２)⼦どもの貧困対策 
子ども食堂の運営の加え、学習支援の機能や体験活動も付加し、子どもたちの生活と学びを支える。 

①「やまのてこども⾷堂」の運営 

やまのてこども食堂は毎週⾦曜⽇ 18〜20 時に開催した。年間 50 回、1061 ⼈(子ども 286 人、大人 775 人)が利用した。

子どもたちの安心できる食事の場、居場所として、また、様々な世代の交流の機会としても利用いただいている。利用者の

中には非常に生活困窮している子もいて、必要に応じてフードバンクと連携し支援を行った。 
運営面では毎回 2～3 人のボランティアで調理・運営を行い、旬の食材を取り入れ手間暇をかけ一つ一つ手作りし、バン

ラスの取れた食事を提供している。継続して開催することで１年前は小食でほとんど残していた子どもが、残さずきれいに

食べるようになっておかわりもするようになった。また、女子はボランティアからおかずの作り方を教わったり等、⾷育の
場にもなっている。スタッフとボランティアは子どもたちの成長を日々直接感じる事ができている。 

2018 年 
受入 
件数 

個数 重量 k g 
支援 
件数 

個数 重量 ｋg 

4 月 26 434 141.0 29 160 310.8 

5 月 16 429 333.2 41 334 244.5 

6 月 15 267 137.0 39 343 260.2 

7 月 24 472 310.9 48 315 239.9 

8 月 26 535 416.5 37 330 178.2 

9 月 29 318 440.0 32 337 329.9 

10 月 34 1344 694.8 31 232 170.0 

11 月 32 210 410.2 33 278 224.9 

12 月 45 400 389.7 27 199 171.8 

1 月 24 499 438.5 24 493 398.3 

2 月 34 348 300.3 24 198 1,001.7 

3 月 17 90 145.3 38 551 450.3 

合計 322 5346 4157.4 403 3859 3980.5 

月平均 28 301 343,372 37 313 313, 

 

 



 

21 
 

 

地域の方々からの食材の差し入れも増えてきたり、近隣の企業にも、こども食堂の時間帯は駐車場を無料で利用させてい

ただいたりと協力をいただいている。また、子どもと子ども食堂をつなぐという点では、スクールソーシャルワーカー、社
会福祉協議会、学校の先⽣など様々な⽅との連携をつくることができた。下野新聞や社協だよりなどにも紹介されたことで、

認知度も高まってきた。しかし、ボランティアに関しては、慢性的な⼈出不⾜が続いているため 1人ひとりの負担が増えて

いるのが現状であり、チラシ配布や社会福祉協議会便り・新聞等でボランティア募集をしているが夜の時間帯が夜という事

もあり難しい。今後、安定したボランティア確保が課題である。 

②無料学習⽀援の実施 

（やまのて学習ルーム） 

2017年 12 月から毎週⾦曜⽇ 15〜20 時に開催している。今期は 64 回、185 ⼈が利用した。子ども食堂を同日に行うこと

で、宿題が終わり 18時になると 1 階に降りてきて、子ども食堂でご飯を食べる流れとなっている。また食べ終わると２階

に上がりボランティアとおしゃべりをしたりゲームをしたりと元気いっぱい過ごしている。 
（やまのてスマイルルーム） 
2019 年 2月から学校を休みがちな⼦どもたちや、閉じこもりがちな親⼦を対象に、毎週⽊曜⽇ 9 時半〜19 時半に開催した。

やまのて学習ルームと両方を利用している子もいる。 
相談や紹介は行政機関やスクールソーシャルワーカーとフードバンク大田原からが多く、それぞれと連携しながら支援

を行う。昼食・夕食を提供しているが夕食は、学校給食や社員食堂、社会福祉施設等の食堂を運営するイートランド㈱と
ナスココ㈱の協力で、⾷事を無償提供いただいている。同社は以前から社会貢献をしたいという想いがあり、今回の食事

提供について快諾いただいた。 
夕食を提供していただけることでスタッフやボランティアが⼦どもたちと関われる時間を確保できている。おしゃべり

をしたり、勉強をしたり、本を読んだりと過ごし、17：30 からみんな一緒にご飯を食べるという流れで運営している。 
学習支援＆居場所の運営ボランティアは元塾講師の方や国際医療福祉大学の学生が中心となって行っている。 

③「⼤⽥原円卓会議」の開催 
（会議の開催） 

様々なステークホルダーで集まり、⼤⽥原市の⼦供の貧困対策
のために必要なことについて検討し、具体化するために会議を通

じて地域の実情についての理解を深めながら、こどもの貧困に対

する関心と支援の輪も広げていくことを目的として開催した。 

子どもの貧困撃退！円卓会議を5回開催。各回テーマを定 

め参加いただいた多様な人たちと議論を進めた。最終的には 

円卓会議での内容を踏まえ、大田原市内でつくる子どもの支 

援活動の目標と、資金集めの方法についてまとめた。 
●開催時期：第 1 回：5/27、第 2 回 7/8、 第 3 回 7/22、 第 4 回 9/29、 
第 5 回 3/25 
●場所：大田原生涯学習センター、アジア学院会議室 ●参加者：のべ126人。
●参加団体／子ども支援NPO関係者、学校関係者、企業、行政、ボランティア・

市民活動団体、家庭教育支援団体など多様であった。 
（ファンドレイザーの養成） 
大田原市内の民間による子ども支援活動を安定的に継続して行うための、活動資金を集めるファンドレイザーの養成や、

寄付集めアクションを検討することで地域内で必要な資金を集める仕組みをつくるファンドレイザー研修を2回開催した。

地域内の中小企業や事業者の協力の輪を広げる寄付付き商品の可能性と、こども食堂の具体的なファンドレイズについて事

例をもとに学んだ。 
●開催時期：第１回12/15、第2回3/25。●場所：大田原市内の公共施設の会議室 ●対象：子供の貧困に関心のある社会人 
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３．事業報告【その他の事業】 
今年は実施しなかった。 

 

 

 

４．財政・組織運営 
(１)会員 
 会員数は549⼈（団体27、⽀持222、賛助300）、会費は216万円になった。会員の減少傾向は治まらない。⻑期の低
落傾向が続いている。会費収入は昨年度と同じである。 

通常の会員拡大の方策は、①団体会員などの新規会員の拡大、②現会員の継続の２つである。会費の振り込み手続き

が面倒であることも予想され、「ついつい未納」になることが多い。クレジットカードでの振り込み（ホームページか

ら手続き）、会員総会、Ｖネットの集い等で現⾦で納⼊できることも周知している。 

会員拡大は事務局の職員が中心に行うことが多く、声をかける人が限定されているのも会員増加につながっていない、

会員になる目的をもっと打ち出せるようにしなければならない。 

対応策として会員の集いで接点を増やすことや、会員への電話かけでのコミュニケーション方法を見直している。

また、フードバンクや寄付ハイクなどボランティアやファンドレイジングと連動した活動にするように事業を変えて

いる。 

 

(２)寄付 
年間寄付額は 1844 万円になった（前期1231万円）。今期は災害等の臨時の寄付が多かった。本体への寄付よりとち

コミへの寄付が 360 万円増加した。サンタdeランと子どもSUNSUNプロジェクトの相乗効果であると思う。 

とちコミの冠基金「たかはら⼦ども未来基⾦」に継続的に拠出する寄付（毎年 100 万円）があった。 

また、ＮＰＯ法人会計基準によるボランティアの活動時間を「ボランティアによる役務の提供の評価額」とし、最

低賃金で換算して寄付として充当した。今期はボランティア活動評価益は 151 万円となり前期より30万円増加した。 

 

現在の寄付⾦の項⽬は以下の通り。 
① 一般寄付 通常の寄付（災害救援ベンダーの寄付も含む） 銀⾏引落し 

年1回とマンスリーサ

ポーター（毎月引落）
の方法が選べる。 

オンライン寄付 
ホームページからク

レジット決済ができ
る。マンスリーサポー

ターになれる 

② 年末年始募金 年末年始のキャンペーン時の寄付。12月１日～1月末まで 

③災害救援ボランティア基金  災害救援目的の寄付 

④サンクスＶクラブ Ｖネット“後援会”寄付金(後述) 

⑤フードバンク寄付 フードバンク宇都宮に対する寄付 

⑥プレミアム寄付コース Ａ：SOSを出している人の人生寄り添いコース：50,000 円 Ｂ：創意工夫のある郷土づくりコース：100,000 円 

⑥とちぎコミュニティ基金 「とちコミ」のメイン寄付。認定ＮＰＯ法人の利点を活かして、 

本会特別会計で預かっている 
①とちコミ寄付 ②SUNSUN プロジェクト寄付 

オンライン寄付 
ホームページからクレジット決済ができる。マ
ンスリーサポーターになれる 

 

（３）事業収⼊ 
 講師派遣事業は昨年度並み。受託事業収⼊も559万円と昨年並みだった。また助成⾦も北海道地震（136万円）、県北
事務所（300万円：⼦ども⾷堂等）、FB(60万円)など４つの助成⾦をうけることができた。助成金獲得と管理の人手が
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確保できたことが要因であろう。 
バランスのとれた財源構成が重要だが、安定した委託事業等はない。大局的には本来事業を今の時期に伸ばすことが

必要である。寄付をのばすなど、中期計画に沿った努力が必要である。 

 

(４)組織：会員総会 （会員の集い・県央） 
支持会員・団体会員による会員総会に続いて、第 2 部に大田原子どもの貧困撃退円卓会議を開催した。第２部では

約50人の参加者が集まった。 

５月 28 日に実施した定期会員総会は 188 人出席（うち委任状 168 人）があり会員総会が成立した。議案のすべて

が原案どおり可決成立した。また本会員総会に先立って、5月25日に監事による業務監査・会計監査が実施され、会

員総会で「適切に事業運営、適正に会計処理」されている旨の監査報告がなされた。 

 

(６)理事会（役員会） 
 理事会を３回開催した。 

月日 議題/出席者 

5/25 監査  菅又、趙 

5/15 第1回理事会 ① 2017 年度事業報告・決算について  

矢野、塚本た、中野、大浦、徳山、二見、藤田、鈴木、大金、柴田、岩井 

3/28 第2回理事会 ① 2019 事業計画・予算について ③役員の選任について 

矢野、二見、徳山、大金、中野、塚本、、岩井、藤田、大木本、廣瀬、職員：木村） 

 

(７)職員会議・運営委員会・ケース検討会 
第２・４水曜10時から、職員会議を毎月２回開催した。うち１回は運営員会とした。総合相談支援センター運営の情報

共有たと事業執行についての会議をおこなった。ケース検討会は第１・第３水曜に総合相談支援センターのケースの情

報共有を行った。 
●運営委員会・職員会議 4/11、4/25、5/9、5/30、6/13、7/18、7/25、8/22、9/5、9/12、10/10、10/24、11/14、11/28、12/12、12/26、1/9、1/23、
2/13、2/27、3/13、3/27 
●ケース検討会：4/4、4/18、5/2、5/16、6/6、6/27、７/11、7/25、8/1、8/29、9/19、10/3。10/17、10/31、11/7、11/22、1/31、3/7 

 

(８)役員、職員、Ｖネットサポーターの研修など 
 前記は、理事が一部担当制になったことで研修システムが利用されだしたが、今期も災害ボランティアについてはこ

の研修規定を使って会議・研修に行っている。（交通費・参加費の７割を本会が負担）。民ボラ、ファンドレイジング大

会、に参加させた。また、役員・職員・ボランティアの懇親を目的に２回の交流会（飲み会）を行った。 

７/21/暑気払い（20 ⼈） 12 ⽉/サンタ de ラン打上(20 ⼈)、12 ⽉仕事納め(18 ⼈)  6/24(⼟)県北・会員のつどい（10 ⼈）、 

 

(10)サンクスＶクラブ(後援会) 
サンクスＶクラブは、年間２万円の定期的な寄付をいただけること、クラブ員の親睦のため年に２回の定例会(親睦

会)を行うことの２項目だけを条件にした「ゆるやかな」つながりが持てる会である。今期は、懇親会はできなかった。 
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(11)委員会・チームの会議、ボランティアの活動⽇ 
①新聞切り抜き隊＋しみん情報⽟⼿箱 
…毎週水曜日 1３時半から活動を行う。各自新聞の切り抜きを持ち寄り、ファイリング、要約、パソコンへ入力を行

う。情報の収集・提供のためのボランティアチーム現在 3～4人。 
② フードバンク会議 
…毎週木曜15：00から会議。3月からは14:00から会議となった。(詳細は、ＦＢで報告) 

 

(12)その他（労働審判について） 
 本会を退職した元職員から労働審判の申し立てが2019年１月にあった。4月に調停が成立し和解となった。なお、和

解の内容については双方ともに口外禁止することに合意した。 

 この件に関して緊急に弁護士を選任し、理事会（1回）、常任理事会(2回)を招集して対応策を検討した。 

理事会としては審判と並行して事実確認と再発防止のために「第三者を含めた特別調査委員会」を発足させた。現在

は調査・検討を行っている段階である。 

今後は、6月下旬に提出予定の特別調査委員会からの答申を元に、本会の労務管理のあり方や「ＮＰＯとしての働き

方」、再発防止策等についての理事会の改⾰・改善の基本⽅針をまとめ、数年間をかけて組織の改革に取り組む予定で

ある。 

ＮＰＯでの働き方は既存の企業・行政などと全く違うことが知られているが、今後のＮＰＯ全体に資するような働き

方のモデルを作っていきたい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンクス"V"クラブ 会則 2005年７月30日 

（第１条）本会はサンクス"V"クラブと称する。 

（第２条)本会の事務局を宇都宮市塙田２丁目５番
１号とちぎボランティアネットワーク内に置く。 

（第３条）本会はとちぎボランティアネットワーク

の応援をすることを目的とする。 
（第４条）本会は前条の目的を達成するため次の事

業を行う。 

 1．寄付に関すること 

 2．クラブ員の親睦に関すること  

 3．その他、目的達成に関すること。 
（第５条）本会は栃木県内のボランティア、NPO、

企業及び本会の目的に賛同するものを会員とす

る。 
（第６条）本会に次の役員を置く。 

〔1〕代表 1名 

〔2〕副代表1名以上 

〔3〕会計 １名 

（第７条）本会の経費は寄付金、その他の収入をも

ってこれに当てる。 
（第８条）本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、

翌年3月31日に終わる。 
 
役員名簿 
代表：高橋昭彦さん 副代表：高木敏江さん 会計

＆事務局：菊池順子 

4/2 サンクスＶクラブ（15人） 
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監査報告 

 

2017年度の業務および、一般会計決算書、特別会計決算書は監査の結果、適正に処理されていることを報告します。 

 

2019年  月  日      監事          

 

 

               監事          

 

 

 

 
 

 


